
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
基
本
政
策
分
科
会
（
２

０
２
０
年
12
月
21
日
）で
は
、

２
０
５
０
年
の
発
電
電
力
量

と
見
込
ま
れ
る
約
１
・
３
兆

〜
１
・
５
兆
㌔
㍗
時
の
う
ち

50
〜
60
％
を
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
で
賄
う

よ
う
議
論
を
進
め
る
べ
き
と

送
配
電
事
業
者
が
再
エ
ネ
導

入
拡
大
の
た
め
だ
け
に
こ
れ

を
行
う
と
は
考
え
に
く
い
。

送
電
量
を
増
や
す
に
は
配

電
電
圧
を
上
げ
る
と
い
う
方

法
も
あ
る
。
66
㌔

の
特
別

高
圧
送
電
線
で
送
ら
れ
て
く

る
電
力
は
需
要
近
郊
の
変
電

所
で
６
・
６
㌔

に
降
圧
さ

れ
、
さ
ら
に
配
電
柱
の
変
圧

器
で
２
０
０

や
１
０
０

に
下
げ
て
需
要
家
に
供
給
さ

れ
る
。
こ
の
６
・
６
㌔

の

電
圧
を
約
３
倍
の
22
㌔

に

電
池
な
ど
は
出
力
が
直
流

だ
。
負
荷
機
器
で
も
、
液
晶

テ
レ
ビ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
家
電
や
冷
蔵

庫
、
空
調
機
器
な
ど
へ
の
イ

ン
バ
ー
タ
装
置
の
導
入
、
情

報
通
信
機
器（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
）

の
増
加
に
伴
い
、
直
流
技
術

の
使
用
が
増
加
し
て
い
る
。

直
流
は
、
変
換
器
段
数
が

少
な
く
変
換
損
失
が
低
い
の

で
交
流
回
路
よ
り
も
部
品
点

数
が
少
な
く
て
済
む
。
周
波

数
の
同
期
や
無
効
電
力
が
な

昇
圧
す
る
と
、
同
じ
電
線
を

使
っ
て
３
倍
の
電
力
を
送
れ

る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ

れ
も
電
圧
が
高
く
な
る
た
め

絶
縁
の
見
直
し
が
必
要
で
、

電
力
会
社
も
な
か
な
か
踏
み

切
れ
な
い
で
い
る
。

そ
こ
で
注
目
を
集
め
る
の

が
直
流
配
電
で
あ
る
。
再
エ

ネ
の
主
力
電
源
化
に
よ
り
、

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
、
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
が
普
及

し
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ
る
太

陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
、
蓄

く
運
用
が
容
易
な
た
め
故
障

頻
度
も
低
い
。
よ
っ
て
高
い

信
頼
性
や
シ
ス
テ
ム
寿
命
が

長
く
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ

る
。
交
流
系
統
と
併
設
す
る

形
で
直
流
配
電
を
設
置
す
れ

ば
、
交
流
系
統
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
な
く
送
電
容

量
の
増
大
は
可
能
だ
。

実
際
の
導
入
で
は
既

存
の
交
流
系
統
と
融

合
・
並
存
す
る
形
で
直

流
／
交
流
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
配
電
網
と
し
て
建
設
が
進

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に

愛
知
工
業
大
学
が
そ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
を
構
築
し
て
お
り
、
今

後
の
再
エ
ネ
拡
大
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

▼
Ｇ
Ｘ

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（Green 

Transformation

）
の
略
。

石
油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃

料
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

軸
と
す
る
社
会
へ
変
革
し

て
い
く
こ
と
や
そ
の
実
現

に
向
け
た
活
動
を
指
す
。

そ
う
し
た
地
球
温
暖
化

を
招
く
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
活
動
を
、
技
術
革
新

な
ど
に
よ
る
産
業
競
争
力

強
化
の
機
会
と
し
て
と
ら

え
、
環
境
保
全
と
経
済
成

長
の
両
立
を
目
指
し
て
い

く
取
り
組
み
。

▼
生
物
多
様
性
条
約

１
９
９
２
年
５
月
に
採

択
さ
れ
翌
年
12
月
に
発
効

し
た
国
際
条
約
。
目
的
は

生
物
多
様
性
の
保
全
と
そ

の
構
成
要
素
の
持
続
可
能

な
利
用
、
お
よ
び
遺
伝
資

源
の
利
用
か
ら
生
じ
る
利

益
の
公
正
か
つ
公
平
な
配

分
。
２
０
２
２
年
12
月
現

在
、
１
９
４
カ
国
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）、
パ
レ
ス

チ
ナ
が
条
約
を
締
結
し
、

事
務
局
は
カ
ナ
ダ
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
に
あ
る
。

第
１
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
）
は
１
９
９

４
年
に
開
催
。
２
０
１
０

年
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で

開
い
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
は
具

体
的
な
指
針
を
定
め
た

「
愛
知
目
標
」
が
採
択
さ

れ
て
い
た
。

述
べ
ら
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

再
エ
ネ
の
大
量
導
入
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
各
地
の
電
力
系

統
で
は
送
電
線
空
き
容
量
が

ゼ
ロ
で
あ
る
と
し
て
新
規

接
続
が
拒
否
さ
れ
た

り
、
接
続
の
た
め
の

送
電
線
増
強
費
用
と

し
て
多
額
の
負
担
金

が
再
エ
ネ
事
業
者
に

転
嫁
さ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
導
入
拡
大

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

対
策
と
し
て
は
、
配
電
網

の
容
量
増
加
が
あ
る
が
、
そ

の
新
設
・
増
設
は
、
用
地
の

確
保
や
建
設
に
多
大
な
費
用

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
一
般
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経
済
産
業
省
は
２
０
２
２
年
11
月
、

２
０
２
１
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実

績
（
速
報
）
を
公
表
し
た
。
需
要
動
向

は
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
前
年
度
比

２
・
０
％
増
、
供
給
動
向
は
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
国
内
供
給
が
同
３
・
４
％
増
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
動
向
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
同

１
・
２
％
増
と
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
需

要
回
復
な
ど
の
影
響
を
受
け
い
ず
れ
も

増
加
に
転
じ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
の
最
終
消
費
は
、

い
ず
れ
も
前
年
度
比
で
石
炭
＝
12
・
１

％
増
、
都
市
ガ
ス
＝
４
・
５
％
増
、
石

油
＝
０
・
４
％
減
、
電
力
＝
２
・
０
％

増
。
同
じ
く
部
門
別
で
は
企
業
・
事
務

業
な
ど
他
部
門
は
需
要
回
復
で
増
加
し

た
と
み
ら
れ
る
。

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
内
供
給
で
は
化

石
燃
料
が
８
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
し

か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
の
９
年
連
続
増
加
（
水
力
を
除
く

再
エ
ネ
は
前
年
度
比
10
・
３
％
増
）
や

原
子
力
の
同
82
・
６
％
増
な
ど
で
化
石

燃
料
の
シ
ェ
ア
は
減
少
し
た
。

発
電
電
力
量
は
前
年
度
比
３
・
２
％

増
で
、
非
化
石
電
源
の
割
合
は
27
・
１

％
。
電
源
構
成
は
再
エ
ネ
＝
20
・
３
％
、

所
他
＝
４
・
５
％
増
（
う
ち
製
造
業
は

５
・
６
％
増
）、
運
輸
＝
１
・
０
％
増
、

家
庭
＝
６
・
５
％
減
と
な
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
の
落
ち
着

き
で
在
宅
時
間
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
家
庭
部
門
で
は
消
費
が
減
少
し
、
企

２０２１
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
実
績
速
報

原
子
力
＝

６
・
９
％
、

火
力
（
バ

イ
オ
マ
ス

を
除
く
）
＝
72
・
９
％
と
な
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は

前
年
度
比
１
・
２
％
増
の
９
・
８
億
㌧
。

部
門
別
で
は
企
業
・
事
業
所
他
＝
同
３
・

８
％
増
、
運
輸
＝
同
１
・
０
％
増
、
家

庭
部
門
＝
同
８
・
３
％
減
だ
っ
た
。

環境政策最前線
識者COLUMN

早稲田大学 名誉教授 横山隆一

演
題
か
ら
し

て
今
の
時
季
に

ふ
さ
わ
し
い

「
花
見
酒
」
と

い
う
落
語
が
あ

る
。
滑
稽
な
お
カ
ネ
の
や
り

取
り
が
登
場
す
る
の
で
バ
ブ

ル
経
済
に
な
ぞ
ら
え
て
解
説

す
る
向
き
も
あ
る
が
、
さ
ほ

ど
堅
苦
し
い
噺は

な
し

で
は
な
い
。

▼
酒
好
き
で
銭
の
な
い
２
人

の
江
戸
っ
子
が
、
ひ
と
儲
け

を
た
く
ら
ん
だ
。
花
見
客
で

に
ぎ
わ
う
向
島
に
酒
樽
を
担

い
で
い
き
１
杯
５
銭
で
売
り

自
分
た
ち
の
飲
み
代
を
稼
ご

う
と
す
る
。
酒
屋
を
言
い
く

る
め
樽
酒
や
お
釣
り
用
の
５

銭
玉
１
つ
な
ど
を
借
り
て
、

え
っ
さ
ほ
っ
さ
と
現
場
へ
向

か
う
。
そ
の
途
中
、
樽
か
ら

漂
う
匂
い
に
負
け
た
弟
分
が

「
こ
の
５
銭
を
払
う
か
ら
」

と
１
杯
飲
み
干
す
と
、
兄
貴

分
も
我
慢
で
き
ず
渡
さ
れ
た

５
銭
を
弟
分
に
払
い
、
ぐ
び

り
。
こ
れ
を
交
互
に
繰
り
返

し
向
島
に
着
い
た
と
き
に
は

酒
樽
は
空
に
な
っ
て
い
た
。

▼
こ
の
落
語
、「
酒
」
を
「
地

球
の
資
源
」、
２
人
の
間
だ

け
に
行
き
来
す
る「
５
銭
玉
」

を
人
間
社
会
の
中
だ
け
で
流

通
す
る
「
貨
幣
」
に
置
き
換

え
る
と
環
境
問
題
に
つ
い
て

の
寓
話
に
も
な
る
。
形
式
的

な
価
値
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
な

が
ら
消
費
を
続
け
、
帳
尻
は

合
う
と
思
い
き
や
大
切
な
も

の
は
枯
渇
し
て
い
る
。

▼
「
花
見
酒
」
の
オ
チ
は
５

銭
で
大
酒
が
飲
め
た
の
だ
か

ら
安
上
が
り
だ
っ
た
と
２
人

が
納
得
す
る
と
こ
ろ
。
能
天

気
さ
を
笑
い
演
目
は
終
わ
る

が
、
後
日
談
を
想
像
す
る
と

借
り
た
酒
や
５
銭
は
ど
う
す

る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な

っ
て
く
る
。

2023年冬季号 クロスワードパズルの答え

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
レ
ア
メ
タ
ル
」

が
正
解
。
今
回
も
、
８

面
に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を

用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（25周年記念サイト）

無 料
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２
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
目
標
を
採
択

生
物
多
様
性
の
回
復
へ
枠
組
み
合
意

３
中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

事
業
活
動
と
融
合
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
【
亀
山
温
泉
ホ
テ
ル
】

４
協
力
会
ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
イ
ベ
ン
ト
再
開

５
設
備
改
善
対
応
事
例
〈
日
本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
〉

非
常
用
発
電
機
修
理
対
応
で
費
用
負
担
大
幅
減
【
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
大
崎
】

連
載
記
事
ほ
か

■
お
客
様
の
声
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例

７

理
解
が
戸
惑
い
を
払
拭
／
商
品
開
発
の
原
資
を
生
む
ほ
か

化石燃料供給８年ぶり増加
非化石も増加でシェアは減少

再
エ
ネ
大
量
導
入
の
た
め
の

直
流
／
交
流
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
配
電
網
の
必
要
性
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■
解
説
多
様
化
す
る
電
力
市
場

2

炉
へ
の
建
て
替
え
を
具
体
化

さ
せ
る
。

「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
」
で
は
ま
ず
官
民
１
５
０

兆
円
超
の
投
資
を
呼
び
込

む
。
今
後
10
年
で
国
が
20
兆

円
規
模
の
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行

債
」
を
発
行
し
呼
び
水
に
す

る
。
２
０
２
８
年
度
か
ら
は

化
石
燃
料
輸
入
事
業
者
に

「
炭
素
に
対
す
る
賦
課
金
」

を
導
入
し
て
い
く
。

に
な
っ
て
い
る
送
配
電
網
の

不
足
に
つ
い
て
は
、
今
後
10

年
間
で
過
去
10
年
の
８
倍
以

上
の
整
備
を
進
め
る
。
北
海

道
と
本
州
を
つ
な
ぐ
海
底
直

補
助
金
の
創
設
で
中
小
企
業

の
取
り
組
み
を
支
援
。
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）

の
実
績
を
評
価
す
る
枠
組
み

も
創
設
す
る
。

再
エ
ネ
導
入
拡
大
の
支
障

し
た
省
エ
ネ
の
推
進
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）

の
主
力
電
源
化
、
原
子
力
の

活
用
な
ど
を
挙
げ
た
。

省
エ
ネ
分
野
で
は
複
数
年

の
投
資
計
画
に
対
応
で
き
る

柱
に
し
た
の
は「
脱
炭
素
」

の
取
り
組
み
と
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
に
コ
ス
ト
を
つ

け
る
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
」
の
２
つ
。

「
脱
炭
素
」
で
は
、
徹
底

流
送
電
は
２
０
３
０
年
度
の

整
備
を
目
指
す
。

非
化
石
電
源
で
あ
る
原
子

力
は
、
廃
炉
を
決
定
し
た
原

発
の
敷
地
内
で
次
世
代
革
新

Ｇ
Ｘ
基
本
方
針
閣
議
決
定

送
電
網
大
規
模
整
備
や
150
兆
円
投
資

政
府
は
２
０
２
３
年
２
月
、「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

脱
炭
素
、経
済
成
長
、エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
の
３
つ
の
課
題
を
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
軸
と
す
る
社
会
構
造
へ
の
変
革
で
解
消
し
て
い
く
指
針
が
示
さ
れ
た
。（
Ｇ
Ｘ〈
グ
リ
ー

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
〉：
左
欄
用
語
解
説
）

択
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
２
０

２
６
年
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
て
毎
年
議
題
に
取
り
上
げ

進
捗
を
確
認
し
、
同
年
に
期

間
延
長
を
検
討
す
る
こ
と

や
、
最
低
年
２
回
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
会
議
で
重
要
な

テ
ー
マ
の
１
つ
と
さ
れ
、
途

上
国
と
先
進
国
の
意
見
の
隔

た
り
が
深
く
交
渉
が
難
航
し

て
い
た
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
専
用
の

基
金
を
創
設
す
る
こ
と
で
各

決
め
）
に
対
し
進
捗
報
告
書

の
作
成
が
決
ま
っ
た
。
ま
た

前
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
合
意
し
た

先
進
国
全
体
で
の
２
０
２
５

年
ま
で
の
適
応
資
金
倍
増
に

つ
い
て
も
途
上
国
の
要
請
で

報
告
書
作
成
が
決
定
し
た
。

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
は
、
２
０

２
３
年
11
月
末
か
ら
12
月
に

か
け
て
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
の
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
る

予
定
。

国
が
合
意
し
た
。
気
候
変
動

の
悪
影
響
に
対
し
て
特
に
脆

弱
な
途
上
国
に
向
け
た
資
金

面
で
の
措
置
と
な
る
。
実
際

の
運
用
を
検
討
す
る
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
今
後
詳
細
を

決
め
て
い
く
。

途
上
国
へ
の
資
金
支
援
で

は
、
未
達
成
の
目
標
（
先
進

国
が
約
束
し
て
い
る
２
０
２

０
年
ま
で
に
毎
年
１
０
０
０

億
㌦
ま
で
増
加
さ
せ
る
取
り

い
気
候
変
動
の
影
響
へ
の
対

応
（
適
応
）、
適
応
し
き
れ

な
い
悪
影
響
へ
の
対
応
（
ロ

ス
＆
ダ
メ
ー
ジ
）、
活
動
の

た
め
の
資
金
な
ど
。
２
０
２

３
年
末
ま
で
に
パ
リ
協
定
の

１
・
５
℃
目
標
が
達
成
で
き

る
よ
う
な
各
国
削
減
目
標
の

見
直
し
や
強
化
、
排
出
削
減

対
策
を
し
て
い
な
い
石
炭
火

力
発
電
の
段
階
的
な
削
減
、

と
い
っ
た
具
体
的
な
ル
ー
ル

も
示
し
て
い
る
。

２
０
３
０
年
ま
で
の
排
出

削
減
活
動
な
ど
の
緩
和
策
を

緊
急
に
強
化
し
て
い
く
た
め

の
「
緩
和
作
業
計
画
」
も
採

会
議
の
主
な
成
果
を
ま
と

め
た
合
意
文
書
は
「
シ
ャ
ル

ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
実
施

計
画
」。
各
分
野
に
お
け
る

締
約
国
の
取
り
組
み
強
化
を

求
め
る
内
容
で
、
前
回
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
26
で
採
択
さ
れ
た
「
グ

ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意
」
を
踏

襲
し
つ
つ
追
加
対
策
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

強
化
対
象
の
主
な
分
野

は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
（
緩
和
）、
避
け
ら
れ
な

こ
と
。
適
応
策
の
限
界
を
超

え
国
土
の
喪
失
や
干
ば
つ
で

水
や
食
料
不
足
に
陥
る
と
い

っ
た
事
態
を
指
す
。

途
上
国
ほ
ど
被
害
を
受
け

や
す
い
こ
と
か
ら
こ
れ
に
対

す
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

た
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
多
い
先
進
国
は
責
任
や

補
償
に
つ
な
が
る
の
を
嫌
い

こ
れ
ま
で
議
論
自
体
を
避
け

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ

「
損
失
と
損
害
」
と
訳
さ

れ
る
。
豪
雨
や
熱
波
な
ど
の

異
常
気
象
、
砂
漠
化
、
海
面

上
昇
と
い
っ
た
気
候
変
動
が

も
た
ら
す
深
刻
な
悪
影
響
の

地
球
温
暖
化
問
題
を
話
し
合
う
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
27
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
）
が
２
０
２
２
年
11

月
、
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
締
約
国
に
各
種
対
策
強
化
を
求
め
る
合
意
文
書
が

採
択
さ
れ
た
ほ
か
ロ
ス
＆
ダ
メ
ー
ジ

の
支
援
に
向
け
た
新
た
な
基
金
の
創
設
な
ど
も
合
意
さ
れ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
27

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
27
回
締
約
国
会
議

対
策
強
化
で
合
意
新
基
金
創
設
も

答えは「レアメタル」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

COP27で合意された主な内容

３
省
連
携
で
住
ま
い
の
脱
炭
素

る
。
新
築
で
は
１
戸
当
た
り

１
０
０
万
円
の
補
助
金
を
受

け
ら
れ
る
と
い
っ
た
内
容
。

経
産
省
と
環
境
省
は
「
先

進
的
窓
リ
ノ
ベ
事
業
」
で
、

予
算
は
１
０
０
０
億
円
。
熱

損
失
が
大
き
い
と
さ
れ
る
既

存
住
宅
の
窓
で
、
内
窓
設
置

や
外
窓
交
換
と
い
っ
た
断
熱

性
能
を
高
め
る
改
修
を
支
援

し
、
冷
暖
房
の
効
率
化
に
よ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
住
宅
省
エ

ネ
２
０
２
３
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
２
０
２
２
年
12
月
に

開
設
し
た
。

国
交
省
が
行
う
の
は
予
算

１
５
０
０
億
円
の
「
こ
ど
も

エ
コ
す
ま
い
支
援
事
業
」。

子
育
て
世
帯
と
若
者
夫
婦
世

帯
を
対
象
に
、
省
エ
ネ
性
能

の
高
い
住
宅
の
新
築
や
省
エ

ネ
改
修
の
費
用
を
支
援
す

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業

省
、
環
境
省
の
３
省
は
連
携

し
て
家
庭
部
門
の
脱
炭
素
化

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
管
轄
す
る

補
助
事
業
を
ま
と
め
た
共
通

り
温
暖
化
対
策
に
役
立
て

る
。
改
修
費
用
の
半
額
相
当

を
補
助
す
る
内
容
。

「
給
湯
省
エ
ネ
事
業
」（
予

算
３
０
０
億
円
）
も
経
産
省

が
担
当
す
る
。
家
庭
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
給
湯
分
野
に
、
家

庭
用
燃
料
電
池
な
ど
の
高
効

率
機
器
の
導
入
を
促
す
。
１

台
当
た
り
15
万
円
の
補
助
な

ど
が
な
さ
れ
る
。

交
付
申
請
の
受
付
期
間
は

２
０
２
３
年
３
月
下
旬
か
ら

予
算
上
限
に
達
す
る
ま
で

（
遅
く
と
も
同
年
末
ま
で
）。

国
交
省
な
ど

住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
３
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ＧＸ基本方針の主な内容

シャルム・エル・シェイク実施計画
前回COP26で採択された「グラスゴー気候合
意」の内容を踏襲しながら、温室効果ガス排出
削減（緩和）、避けられない気候変動の影響へ
の対応（適応）、適応しきれない悪影響への対応
（ロス＆ダメージ）、活動のための資金、といっ
た分野で対策の強化を求めている。
具体的には2023年末までにパリ協定の1.5℃
目標が達成できるような各国削減目標の見直し・
強化を求めるなど。

緩和作業計画
2030 年までの対策実施の緊急性を高める計
画。2026年までを計画期間として毎年議題に
取り上げ進捗を確認する。最低年２回ワークショ
ップを開催するなど。

ロス＆ダメージ基金
適応しきれない気候変動の悪影響に対して、特
に脆弱な途上国向けに専用の基金を創設。

気候資金
毎年1000億ドルまで増加させることが目標の
途上国支援についての進捗報告書の作成、前回
COP26で合意した先進国全体での2025年ま
での適応資金倍増についての報告書の作成など。

住宅省エネ2023キャンペーンの概要

タ カ 　 レ ジ
カ ヤ ツ メ
ラ ル ド 　 ン
ブ 　 カ ア
ネ ム リ ヒ メ

事業名 内容 予算 交付申請期間

こどもエコ
すまい支援
事業

子育て世帯と若者
夫婦世帯に対し一
定の省エネ住宅新
築や省エネ改修を
支援。補助額は１戸
100万円など

1,500億円
（国交省）2023年

３月下旬
〜

予算上限
に達する
まで

（遅くとも
2023年
12月31日
まで）

先進的窓リ
ノベ事業

熱損失の大きい窓
の断熱性を高める
リフォーム工事を支
援。費用の半額相
当などを補助

1,000億円

( 経産省 )環境省 

給湯省エネ
事業

家庭でのエネルギ
ー消費量を削減す
るため高効率給湯
器の導入を支援。
15万円の補助など

300億円
（経産省）

省エネ
◉
◉
◉

複数年をまたぐ省エネ補助金創設
鉄鋼業など主要５業種に脱炭素の目安を提示
デマンドレスポンス（DR）評価の枠組み創設

再エネ
◉

◉

今後１０年間程度で過去１０年の８倍以上の規模
となる送電網を整備していく
２０３０年度を目標に北海道からの直流送電を整備

原子力
◉
◉
最長６０年の運転期間を停止期間分延長可能に
廃炉原発の次世代革新炉への建て替えを具体化

カーボンプライシング
◉

◉

今後１０年で２０兆円規模のＧＸ経済移行債を発
行し官民１５０兆円超の投資につなげる
化石燃料輸入事業者に２０２８年度から賦課金制
度を導入するなど炭素排出に値付け

【
第
１
回
】

  

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
の
設
立
と
そ
の
役
割

（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 春季　第 72号　【季刊】
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生
物
多
様
性
の
回
復
へ
枠
組
み
合
意

締
約
国
会
議
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
目
標
を
採
択

プ
ラ
ご
み
問
題
約
８
割
が
行
動

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に

関
す
る
世
論
調
査
」
を
実
施
し
た

内
閣
府
は
２
０
２
２
年
11
月
、
そ

の
集
計
結
果
を
公
表
し
た
。

レ
ジ
袋
有
料
化
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
促
進
法
施
行
後
の
行

動
変
化
の
有
無
を
尋
ね
る
質
問
で

は
、
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
マ

イ
バ
ッ
グ
持
参
な
ど
具
体
的
行
動

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
回
答

が
58
・
８
％
だ
っ
た
。
有
料
化
や

法
施
行
以
前
か
ら
同
様
の
行
動
を

し
て
い
た
人
は
19
・
３
％
で
、
合

わ
せ
て
約
８
割
が
何
ら
か
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。「
過
剰
だ
と
思
う
も
の
」で
は
、

弁
当
に
使
用
さ
れ
る
小
分
け
容
器

や
飾
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ

ル
、
通
販
で
使
わ
れ
る
包
装
や
緩

衝
材
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

調
査
期
間
は
２
０
２
２
年
９
〜

10
月
、
18
歳
以
上
の
日
本
人
３
０

０
０
人
を
対
象
に
郵
送
に
よ
っ
て

実
施
。
有
効
回
収
数
は
１
７
９
１

人
（
回
収
率
59
・
７
％
）
だ
っ
た
。

電
験
三
種
な
ど
試
験
に
パ
ソ
コ
ン
利
用

一
般
財
団
法
人
電
気
技
術
者

試
験
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
２
年
12

月
、
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試

験
（
電
験
三
種
）
と
第
一
種
お
よ

び
第
二
種
電
気
工
事
士
試
験
に
、

会
場
で
用
意
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
用

い
て
行
う
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（Computer 

Based Testing

）
方
式
を
導
入
す

る
と
発
表
し
た
（
実
技
試
験
は
従

来
通
り
）。
問
題
用
紙
と
マ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
う
こ
れ
ま
で
の
筆
記

方
式
も
実
施
さ
れ
、
受
験
者
が
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ

方
式
で
は
、
会
場
は
全
国
約
２
０

０
カ
所
、
試
験
期
間
は
３
〜
４
週

間
程
度
を
予
定
し
、
日
時
と
場
所

は
そ
の
中
か
ら
選
べ
る
た
め
、
受

験
者
の
利
便
性
向
上
が
期
待
で
き

る
。
技
術
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
柔
軟
な
受
験
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
電
気
保
安
人
材
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
く
狙
い
が
あ
る
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
14
開
催

環
境
省
は
２
０
２
２
年
11
月
、

特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約

（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
）
の
第
14
回

締
約
国
会
議
の
開
催
結
果
を
公
表

し
た
。
会
場
は
中
国
の
武
漢
（
オ

ン
ラ
イ
ン
の
閣
僚
級
会
合
な
ど
）

と
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
対

面
）。
１
７
２
カ
国
の
代
表
や
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
が
参
加
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
人
と
自
然
の
た
め

の
湿
地
行
動
」。
本
会
議
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
つ
な
が
る
湿
地
活

動
な
ど
条
約
の
戦
略
計
画
の
見
直

し
を
含
む
合
計
21
の
決
議
が
採
択

さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
の
新
潟
市

と
出
水
市
（
鹿
児
島
県
）
が
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
自
治
体
と
な
る

認
証
式
も
行
わ
れ
て
い
る
。

年
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
23
項
目
で

示
し
た
。
目
標
の
１
〜
８

は
「
生
物
多
様
性
へ
の
脅
威

の
低
減
」、
９
〜
13
は
「
持

続
可
能
な
利
用
と
利
益
配
分

に
よ
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
の
充

足
」、
14
〜
23
は
「
実
施
の

で
構
成
さ
れ
る
。

具
体
的
目
標
は
２
０
３
０

と
ゴ
ー
ル
、
２
０
３
０
年
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
０
２

１
年
10
月
に
中
国
の
昆
明
で

第
１
部
を
実
施
し
、
今
回
は

第
２
部
。
環
境
省
の
発
表
で

は
、
１
８
９
カ
国
、
９
４
７

２
人
が
参
加
し
た
。

採
択
さ
れ
た
新
た
な
枠
組

み
は
、
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
に
お
け
る
「
パ
リ
協
定
」

に
相
当
す
る
と
も
い
わ
れ
る

生
物
多
様
性
の
回
復
に
と
っ

て
重
要
な
国
際
ル
ー
ル
。
主

に
２
０
５
０
年
の
ビ
ジ
ョ
ン

た
め
の
ツ
ー
ル
と
解
決
策
、

主
流
化
」と
分
類
し
て
い
る
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と

海
の
そ
れ
ぞ
れ
で
30
％
を
保

護
・
保
全
す
る
と
い
う
目
標

３
は
「
30
ｂ
ｙ
30
」
と
呼
ば

れ
、
森
林
を
伐
採
し
て
農
地

や
畜
産
に
利
用
し
て
い
る
途

上
国
な
ど
か
ら
の
合
意
が
得

ら
れ
る
か
懸
念
さ
れ
て
い
た

も
の
。
そ
の
ほ
か
の
主
だ
っ

た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、
外
来

生
物
の
侵
入
や
定
着
を
50
％

削
減
す
る
目
標
６
や
、
自
然

を
活
用
し
た
解
決
策
な
ど
を

用
い
て
気
候
変
動
と
海
洋
酸

性
化
の
影
響
を
最
小
化
さ
せ

る
目
標
８
、
企
業
や
金
融
機

関
が
生
物
多
様
性
に
か
か
わ

る
リ
ス
ク
や
影
響
な
ど
を
評

価
し
て
そ
の
情
報
の
公
表
を

求
め
る
目
標
15
な
ど
が
あ

る
。
資
金
面
で
は
動
員
を
段

階
的
に
年
間
２
０
０
０
億
㌦

へ
増
加
、
途
上
国
向
け
に
は

２
０
２
５
年
ま
で
に
同
２
０

０
億
㌦
へ
増
加
さ
せ
る
。

次
回
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
は
２
０
２

４
年
下
半
期
に
ト
ル
コ
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。

eco topicseco topics
農
林
水
産
省
は
２
０
２
２
年
12
月
、
同
年
中
に
新

聞
記
事
に
な
っ
た
農
林
水
産
分
野
の
研
究
成
果
か

ら
、
内
容
に
優
れ
社
会
的
関
心
の
高
い
も
の
を
「
農

業
技
術
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
選
定
し
た
。

「TOPIC
1

」
と
し
て
冒
頭
に
挙
げ
た
の
は
「
メ
タ

ン
の
産
生
が
少
な
い
牛
に
特
徴
的
な
新
種
の
細
菌
を

発
見
」。
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
の
研
究
で
、
牛
の
中
で
も
げ
っ
ぷ

に
含
ま
れ
る
メ
タ
ン
の
量
が
少
な
い
乳
用
牛
の
第
１

胃
か
ら
、
そ
の
性
質
を
導
く
細
菌
の
分
離
に
成
功
し

た
と
い
う
成
果
。
こ
れ
を
生
菌
剤
と
し
て
活
用
す
れ

ば
温
室
効
果
ガ
ス
の
メ
タ
ン
は
減
り
、
そ
の
分
が
牛

の
栄
養
と
し
て
吸
収
さ
れ
る
の
で
、
温
暖
化
対
策
と

同
時
に
与
え
る
飼
料
の
効
率
化
も
期
待
で
き
る
。

そ
の
ほ
か
、
植
物
由
来
の
原
料
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
製
造
し
、
そ
れ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
原
料

の
再
生
と
植
物
の
成
長
促
進
に
役
立
つ
肥
料
の
生
成

を
同
時
に
行
う
技
術
や
、
栽
培
中
の
ト
マ
ト
に
振
動

を
与
え
害
虫
を
防
除
し
、
農
薬
散
布
回
数
を
減
ら
す

研
究
成
果
な
ど
が
選
ば
れ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
は
国
内
で
唯
一
の
卸
電

力
取
引
所
と
し
て
２
０
０
３
年
に
設

立
さ
れ
た
。

電
力
事
業
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
自
由
化
前
の
電
力
の
市
場

は
、
大
手
電
力
会
社
が
管
轄
地
域
の

需
要
を
担
い
、
発
電
し
た
電
力
を
域

内
の
需
要
家
に
届
け
る
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
仕
組
み
だ
っ
た
。

そ
れ
が
１
９
９
５
年
か
ら
段
階
的

に
進
め
ら
れ
て
き
た
電
力
自
由
化
に

よ
り
、
電
力
事
業
が
「
発
電
」「
送

配
電
」「
小
売
」
の
３
事
業
に
分
離

さ
れ
る
。
自
社
電
源
を
持
た
な
い
小

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の
発
電
量
増
減

な
ど
が
そ
の
要
因
に
な
る
。
ま
た
需

要
面
で
は
急
激
な
気
温
変
化
に
よ
る

需
要
増
が
目
立
つ
要
因
だ
。

取
引
価
格
の
上
下
は
そ
う
し
た
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
る
こ
と
が

多
い
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
な
ど
国
際
情
勢
に

起
因
す
る
燃
料
価
格
の
高
騰
も
大
き

な
要
因
に
な
る
。

需
要
家
に
供
給
す
る
電
力
の
確
保

に
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
で
の
取
引
の
ほ
か
、

発
電
事
業
者
と
小
売
電
気
事
業
者
が

あ
ら
か
じ
め
年
間
の
購
入
量
と
価
格

を
決
め
て
取
引
す
る
相
対
契
約
な
ど

も
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ

で
の
取
引
シ
ェ
ア
は
２
０
１
６
年
に

は
２
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２

１
年
８
月
時
点
で
は
43
・
７
％
と
な

り
、大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

現
在
、
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
な

ど
を
背
景
に
、
各
種
発
電
設
備
の
数

も
増
え
、
電
力
の
取
引
は
さ
ら
に
複

雑
化
し
て
い
る
。
次
回
か
ら
は
、
４

年
後
の
未
来
の
発
電
能
力
を
取
引
す

る
「
容
量
市
場
」
や
、
電
力
供
給
の

安
定
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

調
整
力
を
取
引
す
る
「
需
給
調
整
市

場
」
な
ど
新
た
に
開
設
さ
れ
た
市
場

も
含
め
、各
種
市
場
の
概
要
や
役
割
、

課
題
な
ど
を
見
て
い
く
。

売
電
気
事
業
者
で
も
他
者
か
ら
電
力

を
購
入
す
る
こ
と
で
需
要
家
に
電
力

を
売
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
電
力
の
取
引
を
行
う

場
が
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
だ
。
発
電
事
業
者
と

小
売
電
気
事
業
者
の
間
に
立
ち
仲
介

役
を
担
う
。
こ
こ
で
の
取
引
に
参
加

す
る
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
の
会
員
に
な
る

必
要
が
あ
り
、
２
０
２
３
年
２
月
時

点
で
２
８
２
社
が
登
録
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
で
は「
ス
ポ
ッ
ト
市
場
」

「
時
間
前
市
場
」
な
ど
複
数
の
市
場

を
開
設
し
て
お
り
、
市
場
の
活
性
化

と
と
も
に
、
そ
の
数
や
取
り
扱
わ
れ

電
力
自
由
化
の
流
れ
の
中
で
電
力
市
場
は
大
き
く
変
化
し
、取
引
さ
れ
る
価
値
（
商
品
）

に
合
わ
せ
各
種
市
場
が
誕
生
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
が
担
う
役
割
や
課

題
を
見
て
い
く
。
初
回
は
国
内
の
電
力
需
要
に
占
め
る
取
引
量
の
５
割
近
く
を
担
う
Ｊ
Ｅ

Ｐ
Ｘ
（Japan Electric Power Exchange

：
日
本
卸
電
力
取
引
所
）
に
つ
い
て
。

 第１回

多様化する多様化する多様化する

電力市場電力市場電力市場
多様化する

電力市場
多様化する多様化する多様化する

電力市場
多様化する

電力市場
多様化する

電力市場
多様化する多様化する多様化する

電力市場
多様化する

解　説

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
普
及
の

足
か
せ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
充
電

設
備
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
政

府
は
、
現
行
の
安
全
規
制
を
緩
和

し
容
易
に
設
置
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

比
較
的
短
時
間
で
充
電
で
き
る

出
力
２
０
０
㌔
㍗
を
超
え
る
設
備

は
こ
れ
ま
で
「
変
電
設
備
」
扱
い

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
「
急
速
充
電

設
備
」
と
し
て
の
規
制
に
引
き
下

げ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
担
当
者
以

外
の
人
が
設
備
内
に
入
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
不
燃
材
料
に

よ
る
区
画
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る

と
い
っ
た
制
限
が
な
く
な
る
。
今

ま
で
は
出
力
20
㌔
㍗
超
〜
２
０
０

㌔
㍗
だ
っ
た
急
速
充
電
器
の
分
類

が
、
そ
の
上
限
を
撤
廃
す
る
形
に

な
る
（
出
力
20
㌔
㍗
以
下
は
現
行

も
規
制
の
対
象
外
）。

こ
の
動
き
は
２
０
２
２
年
６
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革

実
施
計
画
」
の
中
で
、
急
速
充
電

器
な
ど
の
普
及
拡
大
に
向
け
た
消

防
法
上
の
見
直
し
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
も
の
。
こ
れ
を
受
け
消
防
庁

が
検
討
部
会
を
設
け
、
こ
れ
ま
で

火
災
の
事
例
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
年

９
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
、
規
制

緩
和
の
方
針
を
示
し
た
。

EV急速充電器 規制緩和

告
書
な
ど
信
頼
性
の
高
い
資
料
と

し
て
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

正
直
に
話
そ
う
。
周
知
の
通
り

日
本
テ
ク
ノ
は
天
然
ガ
ス
に
よ
る

発
電
所
を
所
有
し
、
電
力
の
供
給

化
対
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
役
目

を
担
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
発
電

所
の
社
会
的
意
義
は
決
し
て
低
く

は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
い
つ

の
日
か
排
出
量
ゼ
ロ
の
安
定
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
が
開
発
さ
れ
た

と
き
に
は
、
経
済
性
を
考
慮
の
う

え
採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　

「
い
つ
の
日
か
」
を
待
た
ず
今

で
き
る
こ
と
は
あ
る
。
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
や
保
守
な
ど
は
精

力
的
に
請
け
負
っ
て
い
る
。
お
客

様
が
使
用
す
る
電
気
を
少
し
で
も

Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
に
し
よ
う
と
市
場

か
ら
非
化
石
証
書
付
き
電
力
を
入

手
し
積
極
的
に
販
売
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス（
Ｄ
Ｒ
）

に
よ
る
省
エ
ネ
活
動
も
そ
う
だ
。

昨
冬
は
約
１
万
件
の
お
客
様
と
電

力
需
給
逼
迫
時
へ
の
対
応
と
し
て

昨
年
11
月
に
開
か
れ
た
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
第
27
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
）
は
前
回
Ｃ

Ｏ
Ｐ
の
決
定
を
踏
襲
し
、
産
業
革

命
以
前
か
ら
の
温
度
上
昇
を
１
・

５
℃
以
下
に
抑
え
る
目
標
を
確
認

し
た
。
２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定

採
択
時
に
注
目
さ
れ
た
２
℃
目
標

の
ま
ま
で
は
温
暖
化
の
及
ぼ
す
悪

影
響
が
甚
大
で
あ
る
と
科
学
的
に

示
さ
れ
、
採
択
当
初
は
努
力
目
標

の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
１
・
５
℃

が
、
現
在
で
は
国
際
社
会
共
通
の

ゴ
ー
ル
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

世
界
各
国
は
過
酷
な
気
候
変
動

を
招
く
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
排
出

削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

理
解
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
エ
ビ

デ
ン
ス
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
報

日
本
テ
ク
ノ
独
自
の
「
Ｄ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。
今

後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
拡
大
さ

せ
、
逼
迫
時
対
応
が
導
い
て
く
れ

る
安
定
供
給
や
省
エ
ネ
に
よ
る
脱

炭
素
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

　
　
　
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
世
界
の
共
通
認
識
が

で
き
た
も
の
の
、
各
国
が
表
明
し

て
い
る
現
段
階
の
排
出
削
減
目
標

を
集
計
し
て
も
、
１
・
５
℃
は
超

え
て
し
ま
う
。
さ
ら
な
る
目
標
の

上
積
み
が
必
要
で
、
今
後
も
そ
の

話
し
合
い
は
続
け
ら
れ
て
い
く
。

２
０
０
カ
国
近
く
あ
る
中
の
１

つ
の
国
の
１
つ
の
企
業
と
い
う
小

さ
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
日
本
テ

ク
ノ
は
電
力
の
安
定
供
給
を
維
持

し
な
が
ら
気
候
変
動
対
策
に
貢
献

で
き
る
道
を
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

安定供給を維持しながら
気候変動対策に貢献

ネ
）
に
置
き
換
え
ら
れ
れ
ば
、
発

電
時
の
排
出
は
ゼ
ロ
に
で
き
る
。

だ
が
、
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
る

再
エ
ネ
だ
け
で
は
安
定
供
給
が
で

き
な
い
。
不
安
定
に
増
減
す
る
電

力
を
補
う
別
の
電
源
が
必
要
だ
。

こ
の
天
然
ガ
ス
発
電
所
は
一
般

的
な
自
動
車
な
ど
と
同
様
な
仕
組

み
の
エ
ン
ジ
ン
で
稼
働
す
る
た
め

機
動
性
が
高
い
。
起
動
に
要
す
る

時
間
は
10
分
。
停
止
は
５
分
（
一

般
的
な
火
力
発
電
の
起
動
は
２
〜

５
時
間
と
さ
れ
、
停
止
期
間
が
長

い
場
合
は
１
〜
２
日
）。
つ
ま
り
、

再
エ
ネ
の
発
電
量
が
多
い
と
き
は

停
止
し
、
不
足
時
に
素
早
く
起
動

と
い
う
運
用
が
可
能
に
な
る
。
そ

ん
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
用
意

し
て
お
け
ば
、
安
心
し
て
再
エ
ネ

の
導
入
を
拡
大
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
安
定
供
給
と
温
暖

設
置
や
保
守
、
災
害
時
対
応
な
ど

で
他
者
の
所
有
す
る
土
地
を
一
時

使
用
す
る
と
い
っ
た
特
権
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
が
こ
こ

で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

５
章
は
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視

等
委
員
会
。
２
０
１
５
年
の
改
正

で
追
加
さ
れ
た
。
よ
っ
て
直
前
の

66
条
に
、
前
述
の
枝
番
号
を
17
ま

で
つ
け
た
条
文
で
構
成
さ
れ
る
。

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
に
向
け

行
政
が
市
場
を
監
視
す
る
た
め
設

置
し
た
機
関
を
規
定
し
て
い
る
。

６
章
は
登
録
適
合
性
確
認
機

関
、
登
録
安
全
管
理
審
査
機
関
、

指
定
試
験
機
関
及
び
登
録
調
査
機

関
。
電
気
工
作
物
が
技
術
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
機
関
や
主
任
技
術
者
試
験
の
実

施
機
関
な
ど
に
関
す
る
規
定
。

７
章
は
卸
電
力
取
引
所
。
２
０

１
４
年
の
改
正
で
追
加
さ
れ
た

章
。
文
字
通
り
卸
電
力
取
引
所
に

つ
い
て
の
規
定
な
ど
を
示
す
。

８
章
の
雑
則
で
関
連
す
る
そ
の

ほ
か
の
条
文
を
記
し
、
残
る
９
章

は
罰
則
。
違
反
行
為
に
対
す
る
懲

役
や
罰
金
な
ど
を
規
定
す
る
。

え
で
、
事
業
用
と
一
般
用
に
関
し

詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
事
業
用

に
つ
い
て
の
条
文
で
は
技
術
基
準

に
適
合
す
る
よ
う
求
め
る
義
務
規

定
の
ほ
か
、
保
安
規
程
、
主
任
技

術
者
、
技
術
者
の
免
状
や
試
験
な

ど
の
ル
ー
ル
に
も
触
れ
て
い
る
。

４
章
は
土
地
等
の
使
用
。
一
定

の
電
気
事
業
者
に
は
、
送
電
線
の

の
改
正
で
加
え
ら
れ
た
「
電
気
使

用
者
情
報
の
利
用
及
び
提
供
」だ
。

こ
こ
で
は
需
要
家
の
電
力
デ
ー
タ

利
用
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

３
章
は
電
気
工
作
物
。
２
章
に

次
い
で
多
く
の
内
容
を
含
む
章
。

電
気
工
作
物
を
、
一
般
用
、
事
業

用
、
小
規
模
事
業
用
、
自
家
用
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
定
義
し
た
う

電
気
事
業
法
の
本
則
は
、
目
的

な
ど
を
記
し
た
１
章
か
ら
罰
則
規

定
の
９
章
ま
で
で
構
成
さ
れ
る
。

加
え
て
日
本
の
一
般
的
な
ほ
か
の

法
律
と
同
様
に
、法
令
の
施
行
日
、

経
過
措
置
な
ど
を
示
す
附
則
も
あ

る
。
次
回
以
降
、
各
章
に
含
ま
れ

る
条
文
な
ど
に
触
れ
つ
つ
詳
細
を

見
て
い
く
が
、
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ

の
章
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
法

律
全
体
の
骨
格
を
俯
瞰
す
る
。

１
章
は
総
則
。
法
の
目
的
を
記

し
た
１
条
と
「
小
売
電
気
事
業
」

「
一
般
送
配
電
事
業
」
な
ど
用
語

の
定
義
を
示
す
２
条
か
ら
な
る
。

２
章
は
電
気
事
業
。
こ
の
法
律

の
中
で
最
も
多
く
の
内
容
を
含
む

章
で
「
小
売
電
気
事
業
」「
一
般

送
配
電
事
業
」「
送
電
事
業
」「
配

電
事
業
」「
特
定
送
配
電
事
業
」「
発

電
事
業
」「
特
定
卸
供
給
事
業
」「
特

定
供
給
」「
広
域
的
運
営
」「
あ
つ

せ
ん
及
び
仲
裁
」
の
10
の
節
か
ら

な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
規
制

措
置
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

次
は
「
２
章
の
２
」。
法
改
正

で
条
文
な
ど
が
挿
入
さ
れ
る
と
通

常
は
番
号
を
振
り
直
さ
ず
、
こ
の

「
の
２
」
の
よ
う
な
枝
番
号
が
つ

け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
２
章
に
付
随

す
る
内
容
で
は
な
く
独
立
し
た
章

を
意
味
す
る
。
２
０
２
０
年
６
月

本
則
全
129
条
の
骨
格
を
示
す
章
立
て

概観

電 事電 事事気事事業業業法

　「電気事業を統括する根幹の法律」の見出しで
前号から連載を開始した電気事業法の解説。第２
回は、附則を除き１２９条からなる条文全体の構
成を見ていく。
　記事作成に当たって参照したのは、政府のサイ
ト「e-Gov 法令検索」で施行日を２０２３年４月１
日に設定した電気事業法の条文。法律は時代の変
化に伴い随時改正されていくため、連載を進める
ごとに適時の条文を引きながら解説していく。

第
２
回

条
文
の
構
成

200kW超も設置容易に

電気事業法 目次

※ 政府の「e-Gov 法令検索」にて施行日を２０２３年
４月１日に設定した電気事業法の条文をもとに作成。

第１章 総則（目的／定義）
第２章 電気事業
第１節 小売電気事業
第２節 一般送配電事業
第３節 送電事業
第３節の２ 配電事業
第４節 特定送配電事業
第５節 発電事業
第５節の２ 特定卸供給事業
第６節 特定供給
第７節 広域的運営
第８節 あつせん及び仲裁

第２章の２ 電気使用者情報の利用及び提供
第３章 電気工作物
第１節 定義
第２節 事業用電気工作物
第３節 一般用電気工作物

第４章 土地等の使用
第５章 電力・ガス取引監視等委員会
第６章 登録適合性確認機関、登録安全管理審査

機関、指定試験機関及び登録調査機関
第１節 登録適合性確認機関
第２節 登録安全管理審査機関
第３節 指定試験機関
第４節 登録調査機関

第７章 卸電力取引所
第８章 雑則
第９章 罰則

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
石
炭
や
石

油
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
少
な
い

と
は
い
え
、そ
れ
も
化
石
燃
料
だ
。

温
室
効
果
ガ
ス
は
出
る
。

す
べ
て
を
太
陽
光
や
風
力
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

農
水
省

農
業
技
術
10
大
ニ
ュ
ー
ス
選
定
牛
の
げ
っ
ぷ
の
メ
タ
ン
抑
制
な
ど

生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
が
２
０
２
２
年
12
月
、
カ
ナ
ダ

の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
ま
で
の
行
動
を
示
し
た「
愛
知
目
標
」

に
代
わ
る
「
昆こ

ん

明め
い

・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
み
」
を
採
択
し
、
２
０
３
０
年

ま
で
の
世
界
目
標
が
明
示
さ
れ
た
。（
生
物
多
様
性
条
約
：
１
面
用
語
解
説
参
照
）

採択された２３の２０３０年目標（要旨）

生
物
多
様
性
へ
の
脅
威
の
低
減

1 多様性保全に重要な地域の損失をゼロに
2 劣化した生態系の30%を再生
3 陸と海のそれぞれ30％を保護・保全
4 絶滅危惧種の回復、野生生物との共存

5 過剰利用や違法行為を防止し、生物の捕獲や取引などを持続可能なやり方に
6 外来生物の侵入や定着を50%削減
7 農薬やプラスチックの汚染を削減
8 気候変動と海洋酸性化の影響を最小に

持
続
可
能
な
利
用
な
ど

9 生物多様性の向上で人々に社会的、経済的、環境的な恩恵をもたらす
10 持続可能な農林水産業を確保する
11 大気、水、土壌など自然の恵みを回復
12 生物多様性に配慮した都市計画の策定
13 遺伝資源から得られる利益の公平配分

実
施
ツ
ー
ル
、解
決
策
、主
流
化

14 生物多様性の価値を、政策・開発・会計など公的活動に組み込んでいく

15 企業や金融機関に生物多様性へのリスク情報など開示を要求
16 食料廃棄の半減、過剰消費の大幅削減
17 各国がバイオテクノロジーを適正に管理

18 生物多様性に有害な補助金5,000億ドルを段階的に削減
19 資金の動員を年間2,000億ドルに増加
20 関連する科学技術や能力開発を促進
21 関連情報を幅広く利用可能にする
22 先住民、女性、若者の権利を確保
23 ジェンダー公平性を確保

主な市場と取引される価値（商品）

取引される
価値

（商品）

実際に
発電された
電気

（kWh）

非化石での
発電につく
環境価値

短時間で
需給調整
できる能力
（ΔkW）

発電できる
能力
（kW）

スポット市場 〇
時間前市場 〇
先渡市場 〇
非化石価値
取引市場 〇
ベースロード
市場 〇

需給調整
市場 〇

容量市場 〇

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
の
設
立
と
そ
の
役
割

る
電
力
の
価
値

も
多
様
化
し
て

い
る
。

市
場
で
の
取

引
価
格
は
電
力

需
給
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
影
響

し
、
休
む
こ
と

な
く
値
動
き
す

る
。
供
給
面
で

は
発
電
所
の
停

止
や
不
調
に
よ

る
供
給
力
不

足
、
気
象
条
件

に
左
右
さ
れ
る

再
生
可
能
エ
ネ

■：ＪＥＰＸにより運営されている市場。

（ 2 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 春季　第 72号　【季刊】

https://econews.jp/article/column/thinking/
https://www.n-techno.co.jp/recruit/careers/
https://eqm.page.link/a4eS
https://recruit.n-techno.co.jp/
https://eqm.page.link/eFmd
https://twitter.com/nihontechno
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://www.facebook.com/nihontechno/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/


環境活動を推進する企業の物語

第３７話

コーナン商事 ㍿   

に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
上
席
執
行
役
員
総

務
部
長
飯
阪
規
雄
さ
ん
）

例
え
ば
近
年
日
本
各
地
で
発
生

す
る
豪
雨
な
ど
の
激
甚
災
害
。
同

社
で
は
そ
う
し
た
災
害
が
発
生
す

る
と
、
土
嚢
や
シ
ャ
ベ
ル
、
水
、

食
料
と
い
っ
た
支
援
物
資
を
被
災

地
周
辺
の
店
舗
で
多
数
用
意
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
近
隣
ス
タ
ッ
フ

が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
該
当
地
域

の
店
舗
で
支
援
に
当
た
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
支
援

物
資
や
一
時
避
難
場
所
を
提
供
す

る
と
い
う
協
定
を
自
治
体
と
締
結

し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。
そ
う
し

た
協
定
の
締
結
数
は
、
２
０
２
３

年
２
月
時
点
で
55
を
数
え
る
。
自

分
た
ち
が
用
意
す
る
商
品
で
近
隣

の
住
民
を
支
え
る
活
動
は
、
ま
さ

に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
と
い
え
る
。

そ
の
ほ
か
、
社
員
に
よ
る
和
歌

山
県
田
辺
市
の
森
林
保
全
活
動

〝
コ
ー
ナ
ン
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
森
〞（
＝
写

真
）、
２
０
１
０
年
度
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
大
阪
府
と
堺
市
に

対
す
る
寄
付
活
動
（
子
ど
も
た
ち

の
教
育
、ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
活
動
に

役
立
て
る
基
金
へ
の
資
金
提
供
）

な
ど
も
実
施
。
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
大
阪
に
避
難
し
て
き
た

人
々
へ
の
支
援
に
も
協
力
し
た
。

「
私
た
ち
の
発
想
の
根
本
は
ず

っ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆

様
の
役
に
立
つ
こ
と
。
そ
れ
に
よ

近
畿
圏
に
お
け
る
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社
。
１

９
７
８
年
の
１
号
店
オ
ー
プ
ン
以

来
、
国
内
外
に
グ
ル
ー
プ
総
計
５

０
０
店
以
上
出
店
し
た
現
在
も
一

貫
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
地
域
に
密
着
し
、

お
客
様
の
望
む
商
品
を
提
供
し
、

信
頼
を
得
る
こ
と
で
地
域
の
発
展

に
貢
献
す
る
」
で
あ
る
。

「
当
社
は
こ
れ
ま
で
、
出
店
先

の
お
客
様
に
と
っ
て
役
立
つ
こ
と

を
、
純
粋
に
取
り
組
み
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
り
組
み
と
し
て
、
今
の
時
代

り
共
存
共
栄
を
図
る
こ
と
。
そ
れ

が
私
た
ち
の
理
想
と
す
る
企
業
像

で
す
」（
飯
阪
さ
ん
）

現
在
同
社
で
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
一
歩
進
め
、
環
境
に
影

響
の
少
な
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
事

業
運
営
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０

２
２
年
か
ら
始
め
た
物
流
資
材
の

循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
は
年

間
25
㌧
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量

が
削
減
で
き
る
見
込
み
だ
。ま
た
、

店
舗
や
流
通
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
上

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

な
ど
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
量
の
削
減
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
。
さ
ら
に
循
環
型
社
会
へ

の
貢
献
を
考
え
廃
材
を
利
用
し
た

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な

ど
、
店
舗
利
用
客
を
対
象
と
し
た

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

同
社
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
に
寄
り

添
い
、
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で

自
ら
も
大
き
く
前
進
し
て
い
く
。

Environmental Information

report─ the Eco

亀
山
温
泉
ホ
テ
ル
（
千

葉
県
君
津
市
）
は
一
般
社

団
法
人
日
本
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

協
会
か
ら
事
業
認
定
を
受

け
た
千
葉
県
初
の
ホ
テ
ル

だ
。
認
定
項
目
は
ゴ
ー
ル

３
「
す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
」、
ゴ
ー
ル
４

「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
」、
ゴ
ー
ル
15
「
陸

の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
そ

し
て
ゴ
ー
ル
17
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達

成
し
よ
う
」
の
４
つ
。

具
体
的
に
は
林
道
の
整

備
で
発
生
す
る
間
伐
材
を

焚
き
火
な
ど
の
燃
料
と
し

て
利
用
し
た
り
、
亀
山
湖

畔
で
の
各
種
自
然
体
験
プ

ラ
ン
を
通
じ
て
環
境
へ
の

理
解
を
深
め
た
り
す
る
ほ

か
、
地
域
の
環
境
団
体
と

の
連
携
も
欠
か
さ
な
い
。

特
に
間
伐
材
の
取
り
組

み
は
「
観
光
客
が
来
れ
ば

来
る
ほ
ど
山
が
き
れ
い
に

な
る
」
と
い
う
、
こ
れ
ま

で
の
概
念
を
覆
す
も
の
と

し
て
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

事
業
活
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
両
立
す
る
秘
訣
を
企
画

広
報
担
当
の
豊
島
大
輝
さ

ん
に
聞
く
と
「
一
番
大

切
な
の
は
〝
続
け
ら
れ
る

こ
と
〞。
担
当
者
が
得
意

な
こ
と
、
楽
し
ん
で
取
り

組
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る

と
い
い
」
と
教
え
て
く
れ

た
。
豊
島
さ
ん
の
前
職
は

県
立
公
園
の
所
長
。
幼
い

頃
か
ら
自
然
の
中
で
遊
ぶ

の
が
大
好
き
だ
っ
た
。

広
く
呼
び
か
け
て
い
る

の
は
リ
ト
リ
ー
ト（
普
段

暮
ら
す
場
所
を
離
れ
、仕

事
や
人
間
関
係
で
疲
れ
た

心
身
を
癒
や
す
過
ご
し

方
）。そ
れ
を
実
践
で
き
る

焚
き
火
、湖
畔
ヨ
ガ
、星
空

観
察
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
宿

泊
プ
ラ
ン
を
用
意
す
る
。

そ
れ
ら
を
通
し
て
「
人

は
自
然
の
一
部
だ
」
と
い

う
認
識
を
体
験
者
に
伝
え

た
い
。「
自
分
の
得
意
分

野
で
あ
る
し
、
亀
山
湖
を

含
む
奥
房
総
エ
リ
ア
に
は

〝
千
葉
県
最
後
の
秘
境
〞

と
呼
ぶ
べ
き
自
然
が
残
っ

て
い
ま
す
。〝
リ
ト
リ
ー

ト
の
聖
地
〞
を
合
言
葉
に

地
元
は
盛
り
上
が
っ
て
き

て
お
り
、
活
用
す
れ
ば
集

客
に
も
地
域
振
興
に
も
な

り
ま
す
。
ど
ん
な
場
所
に

も
、
企
業
に
も
、
強
み
や

魅
力
は
あ
る
。
そ
れ
を
利

用
し
た
取
り
組
み
が
結
果

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な

が
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で

〝
持
続
可
能
〞
に
な
る
と

思
い
ま
す
」。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
に

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と

途
中
で
「
サ
イ
レ
ン
ト
タ

イ
ム
」
と
い
う
時
間
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
場

で
腰
を
下
ろ
し
、
目
を
閉

じ
る
。
視
覚
に
頼
ら
ず
に

な
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

と
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
は
相

反
す
る
も
の
に
な
り
が
ち

だ
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て
も
ゴ
ミ
の
分
別
が
な
か

な
か
浸
透
し
な
い
。

そ
れ
で
も
「
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
は
客
が
必
要

と
す
る
分
だ
け
提
供
す
る

「
ア
メ
ニ
テ
ィ
バ
ー
」
方

式
を
採
用
。
朝
食
の
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
は
色
と
り
ど
り
の

小
鉢
を
好
き
な
だ
け
選
べ

る
よ
う
に
し
て
廃
棄
削
減

と
宿
泊
客
の
楽
し
み
を
両

立
し
て
い
る
。

宿
泊
客
の
快
適
性
・
非

日
常
感
を
大
切
に
す
る
宿

泊
業
。
自
然
と
健
康
に
特

化
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
は
い
る
が
、「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
フ
ー
ド
ロ
ス
の

削
減
な
ど
、
当
社
が
得
意

で
な
い
分
野
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
他
社
の
事
例
を

参
考
に
し
た
い
」と
い
う
。

強
み
を
持
ち
合
い
ノ
ウ
ハ

ウ
を
共
有
で
き
れ
ば
、
業

界
全
体
の
利
益
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。
同
ホ
テ
ル
は

今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
む

課
題
解
決
の
た
め
、異
業
種

を
含
め
、地
域
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
く
考
え
だ
。

■  

東
日
本
大
震
災
が
契
機
に

１
９
９
８
年
に
「
小
田
原
市
環
境
基

本
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
い
ち
早

く
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
田

原
市
。
２
０
１
９
年
11
月
に
２
０
５
０

年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
を
宣
言
。
２

０
２
２
年
11
月
に
は
改
正
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
法
の
内
容
や
現
行
計
画
の
成

果
を
踏
ま
え
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

市
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
２
０
１
３

年
度
比
で
50
％
削
減
す
る
「
小
田
原
市

気
候
変
動
対
策
推
進
計
画
」
を
発
表
し

た
。
目
標
達
成
に
向
け
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
導
入
促
進
、
省

エ
ネ
等
の
環
境
配
慮
行
動
の
促
進
、
脱

炭
素
型
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
並
行
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
注
力
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
東

日
本
大
震
災
だ
っ
た
。「
市
内
の
被
害

は
比
較
的
軽
微
で
し
た
が
、
地
元
企
業

や
市
民
ら
が
出
資
し
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

機
運
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動

き
に
呼
応
し
て
市
も
２
０
１
２
年
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課
を
立
ち
上
げ
、

公
民
連
携
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
私
た
ち

は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課
と
し
て
、
脱

炭
素
の
活
動
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

（
小
田
原
市
環
境
部
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推

進
課
副
課
長
内
田
由
美
さ
ん
）。

そ
う
し
た
市
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
の

が
、
民
間
企
業
を
事
業
主
体
と
し
て
取

り
組
む
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
モ
デ
ル
事
業
だ
。
同
市
で
は
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
Ｅ
Ｖ
を
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
実
現
し

て
い
る
。

「
ク
リ
ー
ン
な
交
通
の
手
段
を
確
保

し
、
地
域
の
再
エ
ネ
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
再
エ
ネ
優
先
充
電
や
ピ
ー
ク
カ

ッ
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
時
に
は
非
常
用
電
源
と
し
て

供
出
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
も
用
意
し

て
い
ま
す
」（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
推
進
係
長
小
野
貴

朗
さ
ん
）

実
際
、
２
０
２
２
年
６
月
の
電
力
需

給
逼
迫
時
に
は
市
役
所
の
シ
ェ
ア
用
Ｅ

Ｖ
を
含
む
９
台
か
ら
の
放
電
で
電
力
を

賄
い
需
給
逼
迫
の
緩
和
に
貢
献
し
た
。

市
内
外
29
カ
所
で
51
台
の
Ｅ
Ｖ
を
シ
ェ

ア
し
て
お
り（
２
０
２
２
年
６
月
時
点
）

今
後
は
順
次
台
数
お
よ
び
設
置
箇
所
を

増
や
す
ほ
か
、
市
の
公
用
Ｅ
Ｖ
を
非
使

用
時
間
に
シ
ェ
ア
す
る
計
画
が
あ
る
。

■  「
日
常
の
一
部
」が
理
想

現
在
小
田
原
市
で
進
む
の
が
一
般
送

配
電
網
を
活
用
し
た
独
自
の
小
規
模
電

力
網
（
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
）
の
構
築

で
あ
る
。
市
郊
外
部
で
マ
イ
ク
ロ
グ
リ

ッ
ド
対
応
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
お
り
、
平

時
は
太
陽
光
発
電
所
と
大
型
蓄
電
池
を

活
用
し
、
グ
リ
ッ
ド
内
の
企
業
の
デ
ー

タ
サ
ー
バ
お
よ
び
カ
ー
シ
ェ
ア
Ｅ
Ｖ
に

再
エ
ネ
を
供
給
。
非
常
時
に
な
る
と
送

配
電
網
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
周
辺
エ
リ

ア
に
電
力
を
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
市
単
独

の
施
策
で
は
な
く
民
間
事
業
者
と
の

〝
公
民
連
携
〞
で
行
っ
て
い
ま
す
。
本

市
の
脱
炭
素
施
策
は
こ
の
連
携
が
基
本

で
す
」（
小
野
さ
ん
）

今
後
の
同
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
内
田
さ
ん
は
「
温
暖
化
し
て
い
る

か
ら
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
私
た
ち
が
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ

の
活
動
が
単
に
我
慢
を
強
い
る
も
の
で

は
、
理
解
も
協
力
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
々
と
理
想
的
な
将
来
像
を
共

有
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
補
助
金
な
ど

を
用
意
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
行
動
を

喚
起
し
、
楽
し
く
日
常
の
一
部
と
し
て

脱
炭
素
に
取
り
組
む
の
が
理
想
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
、
社
会
の
あ
り
よ
う
を
大

き
く
変
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
」
と
語
っ
た
。

「公民連携」で目指す カーボンニュートラル
小
田
原
市

第9回：宿泊業

中小企業の
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サイレント・アース　昆虫たちの「沈黙の春」
デイヴ・グールソン 著／藤原多伽夫 訳

い
ま
だ
鳴
り
響
く「
沈
黙
の
春
」の
警
鐘

こ
の
ま
ま
で
は
、
う
ら
ら
か
な

春
に
も
鳥
の
さ
え
ず
り
が
ま
っ
た

く
聞
こ
え
な
く
な
る
│
│
。
１
９

６
２
年
発
表
の
『
沈
黙
の
春
』（
レ

イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
）
は
環
境

保
全
活
動
の
バ
イ
ブ
ル
と
さ
れ
る

書
籍
だ
。
農
薬
な
ど
に
使
う
化
学

物
質
が
自
然
を
破
壊
す
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。
そ
の
後
、
毒
性
が

指
摘
さ
れ
る
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
使
用
は
世

界
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
き
問
題
は

解
決
し
た
か
に
見
え
た
。

だ
が
「
カ
ー
ソ
ン
は
一
つ
の
戦

闘
に
は
勝
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
戦
争
全
体
に
勝
っ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
」（
１
１
９
頁
）
と

生
物
学
者
で
あ
る
著
者
は
説
く
。

当
時
よ
り
も
毒
性
の
強
い
新
た
な

農
薬
が
使
わ
れ
土
壌
や
河
川
を
汚

染
し
た
。
最
初
に
犠
牲
に
な
る
の

は
小
さ
な
虫
た
ち
で
、
１
９
７
０

年
以
降
少
な
く
と
も
50
％
の
昆
虫

が
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

割
合
は
90
％
の
可
能
性
も
十
分
に

あ
る
と
記
し
て
い
る
。

昆
虫
は
、
食
物
連
鎖
の
起
点
で

あ
る
植
物
の
受
粉
を
助
け
、
ほ
か

の
生
物
の
死
骸
や
排
泄
物
の
分
解

も
担
う
。
地
球
に
暮
ら
す
す
べ
て

の
生
き
物
に
欠
か
せ
な
い
存
在

だ
。
本
書
で
は
急
速
に
生
息
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
と
減
少

の
原
因
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
か
を
示
し
て
い
る
。

架
空
の
未
来
を
描
い
た
章
で
は

「
ミ
ツ
バ
チ
、
土
壌
、
糞
虫
、
ミ

ミ
ズ
、
き
れ
い
な
水
と
空
気
が
な

け
れ
ば
、
食
料
を
生
産
で
き
ず
、

食
料
が
な
け
れ
ば
経
済
も
な
い
」

（
２
８
９
頁
）
と
カ
ー
ソ
ン
の
鳴

ら
し
た
警
鐘
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に

沈
黙
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。

ZeroCarbonCITY
自治体の挑戦

企
業
の
事
業
内
容
に
沿
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
に
つ
い
て
考
え
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
際
に
事
業
活
動
の
中

に
落
と
し
込
ん
で
い
る
企
業
を
紹
介
す
る
。

第8回

自
然
を
感
じ
る
と
、
木
の

葉
の
揺
ら
ぎ
に
も
音
の
種

類
が
あ
る
と
わ
か
り
、
風

が
運
ぶ
草
木
の
匂
い
が
色

濃
く
感
じ
ら
れ
、
さ
え
ず

り
だ
け
で
小
鳥
の
い
る
方

角
が
認
識
で
き
る
。

普
段
何
の
気
な
し
に
歩

い
て
い
る
だ
け
で
は
得
ら

れ
な
い
感
覚
に
驚
く
。
そ

の
短
い
間
、
確
か
に
自
然

の
一
部
と
し
て
溶
け
込
ん

で
い
た
。
そ
ん
な
体
験
を

す
る
と
、
例
え
ば
道
端
に

落
ち
て
い
る
空
き
缶
を
見

て
も
自
分
の
部
屋
へ
誰
か

が
ポ
イ
捨
て
し
た
か
の
よ

う
に
感
じ
て
し
ま
う
。「
私

は
そ
ん
な
こ
と
は
し
た
く

な
い
」
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
感
覚
が
社

会
全
体
に
広
が
り
、
そ
れ

が
当
た
り
前
に
な
る
と

「
空
き
缶
を
道
に
捨
て
な

い
」
は
も
は
や
強
制
で
は

な
く
な
り
、
普
通
に
続
け

ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

本
来
こ
う
あ
る
べ
き
も
の

と
教
え
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
、
亀
山
温
泉

ホ
テ
ル
が
課
題
と
感
じ
て

い
る
の
は
、
従
業
員
全
体

の
意
識
を
変
え
る
こ
と
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
自
慢

の
食
事
で
宿
泊
客
を
も
て

市役所に設置されたカーシェアリング用EV。

発想の根本は常に「地域の役に立つ」

事
業
活
動
と
融
合
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

企画広報担当の豊島大輝さん。自治体や鉄道会社と連
携した地域振興にも意欲的だ。

（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２３年 （令和５年） 春季　第 72号　【季刊】
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https://gift-map.jp/
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日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

野
坂
屋
旅
館
別
邸
わ
ん
こ
日
和
は

熊
本
県
芦
北
町
に
あ
る
。
湯ゆ

の
う
ら浦
川
沿
い

に
た
た
ず
む
全
５
室
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
宿
だ
。
低
張
性
の
や
わ
ら
か
な
温
泉

と
不し

ら
ぬ
い
か
い

知
火
海
の
海
の
幸
を
生
か
し
た
食

事
、
そ
し
て
愛
犬
と
泊
ま
れ
る
こ
と
が

特
長
。
代
表
取
締
役
の
田
中
正
一
さ
ん

は
、
元
々
は
北
に
約
３
㌔
㍍
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
る
「
野
坂
屋
旅
館
」
を
経
営

し
て
い
た
。
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
旅

館
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
１
４
２
年
の
長
い
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
。

「
別
邸
わ
ん
こ
日
和
」
は
、
創
業
の

地
を
離
れ
た
再
出
発
の
地
だ
。

「
大
雨
の
直
後
は
目
の
前
の
対
応
に

手
一
杯
で
、
再
開
の
こ
と
な
ど
口
に
す

る
余
裕
は
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り

田
中
さ
ん
が
語
る
。
旅
館
を
継
い
で
30

年
。
で
き
な
い
こ
と
は
言
わ
な
い
、
言

っ
た
こ
と
は
必
ず
守
る
と
い
う
信
念
を

貫
い
て
き
た
田
中
さ
ん
に
と
っ
て
、
豪

雨
は
再
起
を
誓
う
言
葉
を
奪
う
ほ
ど
の

喪
失
感
を
も
た
ら
し
た
。

床
上
１
２
５
㌢
㍍
ま
で
浸
水
し
、
調

理
設
備
や
車
両
は
す
べ
て
修
理
不
可
能

に
。
室
内
は
泥
に
ま
み
れ
、
畳
も
す
べ

て
傷
ん
で
し
ま
っ
た
。
近
隣
も
軒
並
み

床
上
浸
水
し
た
た
め
、
旅
館
の
２
階
を

避
難
場
所
と
し
て
開
放
し
た
。

な
る
、
と
希
望
を
抱
い
た
矢
先
の
水
害

だ
っ
た
。

暗
中
模
索
の
状
態
だ
っ
た
が
、
新
事

業
の
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
と
知
人
か

ら
紹
介
さ
れ
た
「
愛
犬
と
泊
ま
れ
る

宿
」
で
の
体
験
が
転
機
と
な
る
。
こ
の

業
態
は
全
国
的
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
九
州
エ
リ
ア
で
は
ま
だ
数
が
少

な
い
。市
場
に
参
入
余
地
が
あ
る
う
え
、

田
中
さ
ん
に
は
、
先
代
が
「
い
つ
か
温

泉
旅
館
を
」
と
夢
を
抱
い
て
購
入
し
た

別
の
土
地
が
残
さ
れ
て
い
た
。「
湯
浦

温
泉
は
観
光
地
と
は
い
え
な
い
が
、
愛

犬
と
泊
ま
れ
る
〝
温
泉
宿
〞
な
ら
一
点

特
化
で
き
る
と
光
明

を
得
ま
し
た
」。

２
０
２
３
年
１
月

28
日
に
新
規
開
業
し

た
ば
か
り
の
宿
だ

が
、
す
で
に
宿
泊
客
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト

予
約
も
入
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
１
０

０
〜
２
０
０
人
規
模
の
宴
席
に
対
応
し

て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
大
き
く
路
線
を

変
更
し
、
現
在
は
１
日
５
組
に
限
定
。

一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
向
き
合
う
接
客

を
心
が
け
る
。
営
業
形
態
は
変
わ
っ
て

も
、
も
て
な
し
の
心
は
昔
の
ま
ま
だ
。

「
ド
ッ
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
つ
つ
、

人
間
も
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
目
指

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、
床
材

や
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
類
は
爪
が
ひ
っ
か
か

り
に
く
く
、
掃
除
が
し
や
す
く
、
か
つ

肌
ざ
わ
り
や
座
り
心
地
の
よ
い
も
の
を

採
用
。
全
室
に
人
間
用
・
愛
犬
用
の
露

天
風
呂
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
西
日
本
で
メ
ジ
ャ
ー
な
存
在

に
な
る
こ
と
が
目
標
。
水
害
を
乗
り
越

え
、
還
暦
を
迎
え
て
の
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
っ
て
い
る
。

か
ね
て
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ
ロ
グ
を
活

用
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
田
中
さ
ん

は
自
然
と
地
域
の
情
報
発
信
の
中
心
的

存
在
に
な
っ
た
。
送
ら
れ
て
く
る
支
援

物
資
も
旅
館
に
集
ま
り
、
地
域
住
民
に

分
配
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
だ
が
、
７

月
末
に
更
新
を
再
開
し
た
自
身
の
ブ
ロ

グ
に
は
、
事
業
再
開
に
向
け
た
言
葉
は

見
当
た
ら
な
い
。

野
坂
屋
旅
館
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
の
各
時
代
の
需
要
に
合
わ
せ
て
業

態
を
変
え
、
営
み
を
続
け
て
き
た
。
当

初
の
薩
摩
街
道
沿
い
の
旅
人
を
迎
え
る

旅
籠
は
、
や
が
て
高
度
経
済
成
長
を
支

え
る
下
宿
と
な
り
、
さ
ら
に
地
域
の
冠

婚
葬
祭
の
宴
席
を
主
と
す
る
地
域
密
着

型
経
営
に
シ
フ
ト
し
た
。

だ
が
最
近
は
地
域
の
人
口
減
少
で
宴

席
も
減
り
、
限
界
を
感
じ
て
い
た
。
２

０
２
０
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
が
そ
れ
に

追
い
打
ち
を
か
け
、
経
営
状
況
は
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
。
補
助
金
の
申
請
も
検

討
し
た
が
、
新
た
に
借
入
金
を
増
や
す

こ
と
を
嫌
っ
た
田
中
さ
ん
は
、
あ
え
て

そ
の
時
期
に
借
入
金
を
減
ら
す
こ
と
に

集
中
し
た
。
結
果
、
抵
当
権
を
抹
消
す

る
に
至
り
、
無
借
金
経
営
を
実
現
。
新

し
い
取
り
組
み
に
も
手
を
広
げ
や
す
く代表取締役の田中正一さんと女将の由美子さん。環

境
問
題
で
よ
く
聞
く
基
礎
的
な
用
語
に
つ
い
て
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て

解
説
し
て
い
る
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。第
６
回
は
そ
の
名
の
通
り
電

気
を
蓄
え
て
お
け
る「
蓄
電
池
」を
取
り
上
げ
る
。

テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A
第 6回「蓄電池」

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
普
及
の
カ
ギ
を
握
る
か
ら

だ
よ
。
Ｅ
Ｖ
の
動
力
源
と
し
て

蓄
電
池
は
欠
か
せ
な
い
。ま
た
、

最
近
導
入
が
進
ん
で
い
る
風
力

発
電
や
太
陽
光
発
電
は
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
１
日
の
中
で

つ
く
ら
れ
る
電
気
が
多
か
っ
た

り
少
な
か
っ
た
り
、
ば
ら
つ
き

が
出
て
し
ま
う
。
で
も
た
く
さ

ん
発
電
で
き
た
と
き
に
蓄
電
池

に
た
め
て
お
け
れ
ば
、
天
候
に

関
係
な
く
安
定
し
て
再
エ
ネ
が

使
え
る
よ
う
に
な
る
。

蓄
電
池
は
二
次
電
池
と
も
呼

ば
れ
歴
史
は
古
く
、
今
も
車
の

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
鉛
蓄
電
池
か
ら
始
ま
り
ニ

ッ
ケ
ル
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
電
池
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
進
化

し
て
き
て
い
る
ん
だ
。

現
在
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
、

充
電
を
繰
り
返
し
て
も
充
電
量

が
減
り
に
く
い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
。
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
す
る
蓄

電
池
や
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
主
に
こ
れ
だ
。
ち

な
み
に
家
庭
用
は
発
電
装
置
と

一
体
で
管
理
す
る
タ
イ
プ
が
人

気
で
、
緊
急
時
に
自
宅
の
電
源

に
使
え
た
り
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
を
組
み
込
み
、
天
候
の
変

化
に
応
じ
て
充
電
と
放
電
を
細

か
く
管
理
で
き
た
り
す
る
シ
ス

テ
ム
も
登
場
し
て
い
る
よ
。

一
方
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
み
た
い

な
大
規
模
発
電
設
備
と
セ
ッ
ト

で
使
う
産
業
用
大
型
蓄
電
池
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫
黄
電
池
だ
。

大
容
量
の
電
気
を
長
時
間
貯
蔵

で
き
、
す
で
に
容
量
30
万
㌔
㍗

時
以
上
の
も
の
が
実
用
化
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
が
普
及
す
れ
ば
、

再
エ
ネ
の
利
用
が
も
っ
と
進
む

と
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
。

Ｑ

Ａ

uestion

nswer

Ｑuestion

Ａnswer

最近の主流はどんな蓄電池？

なぜいま蓄電池が重要？

個
人
で
は
な
か
な
か
予
約
す
る

の
が
難
し
い
全
国
の
有
名
ゴ
ル
フ

場
で
プ
レ
ー
で
き
る
「
日
電
協
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
」
は
協
力
会
の
会
員

向
け
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
特
に
人

気
が
高
い
。
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

足
を
運
ぶ
会
員
も
多
く
、
離
れ
た

地
域
同
士
の
状
況
を
知
ら
せ
合
う

情
報
交
換
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
再
開
し
た
２
０
２

２
年
は
４
回
の
コ
ン
ペ
を
実
施
し

た
。
９
月
の
札
幌
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
北
海
道
）、
10
月
の
ホ
ウ
ラ
イ
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
栃
木
県
）、

11
月
の
志
摩
シ
ー
サ
イ
ド
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
福
岡
県
）、
12
月

の
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
千

葉
県
＝
写
真
）
だ
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
日
本
テ
ク

ノ
の
馬
本
英
一
社
長
を
は
じ
め
役

員
、
社
員
も
参
加
す
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
前
か
ら
何
度
も
参
加
し
て
い

る
と
い
う
技
術
者
は
「
ゴ
ル
フ
そ

の
も
の
よ
り
も
、
日
本
テ
ク
ノ
の

社
員
の
方
や
全
国
の
協
力
会
の
仲

間
と
直
接
会
っ
て
話
を
す
る
の
が

何
よ
り
も
楽
し
み
」
と
話
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
貴
重
な
場
と
考

え
て
い
る
よ
う
だ
。

約
２
年
半
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
９
月
の
コ
ン
ペ
で
は
久
し
ぶ
り

に
会
う
仲
間
同
士
で
楽
し
そ
う
に

談
笑
し
な
が
ら
ラ
ウ
ン
ド
す
る
様

子
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
プ

レ
ー
終
了
後
に
は
成
績
に
応
じ
て

賞
品
の
贈
呈
も
あ
り
、
成
績
発
表

日本テクノ協力会・日電協 イベント再開
人気のゴルフコンペも全国各地で実施

の
瞬
間
は
、
そ
の
日
で
最
も
盛
り

上
が
っ
た
。

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
保
安
管
理
と

い
う
日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
を
担
う
電
気
管
理
技
術
者
で

あ
る
会
員
は
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
交
流
が
日
々
の
業
務
の
励
み

に
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
３
年
も

す
で
に
３
月
に
横
浜
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
神
奈
川
県
）
で
開
催
し
、

そ
の
後
も
４
月
の
大
阪
、
５
月
の

愛
知
、
６
月
の
仙
台
、
７
月
の
広

島
、
９
月
の
金
沢
、
10
月
の
群
馬
、

11
月
の
熊
本
と
計
８
回
の
コ
ン
ペ

を
予
定
し
て
い
る
。協
力
会
で
は
、

引
き
続
き
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
企
画
し
て
い
く
。

創
業
の
地
を
離
れ
新
天
地
へ

テクノユーザー

復興への歩み

55Scene

日
本
テ
ク
ノ
と
同
社
が
運
営

す
る
電
気
管
理
技
術
者
の
団
体

「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
」
（
以
下
、
協
力
会
）
は
現

在
、
採
用
活
動
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

協
力
会
の
会
員
数
は
、
２
０

２
３
年
２
月
時
点
で
１
３
９
０

人
を
超
え
、
全
国
の
日
本
テ
ク

ノ
の
顧
客
６
万
件
超
の
事
業
所

に
対
し
て
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
な

ど
高
圧
電
気
設
備
の
保
安
管

理
、
定
期
点
検
業
務
を
実
施
し

て
い
る
。

協
力
会
の
会
員
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
と
と
も
に
、
日
本

テ
ク
ノ
社
内
の
保
安
人
材
育
成

に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
新
卒

学
生
の
積
極
採
用
、
社
内
研
修

制
度
「
電
験
技
塾
」
の
実
施
、

さ
ら
に
実
務
経
験
を
補
う
た
め

の
自
社
発
電
所
で
の
勤
務
や
、

特
別
高
圧
受
電
設
備
の
外
部
選

任
管
理
な
ど
、
育
成
に
向
け
た

体
制
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

る
。採

用
に
つ
い
て
は
同
社
サ
イ

ト
の
特
設
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項

な
ど
の
情
報
を
掲
載
中
だ
。

夜
間
の
照
明
と
し
て
い
た
。

植
物
性
の
菜
種
油
は
整
髪
料

と
し
て
も
使
わ
れ
、
庶
民
の
生

活
に
密
着
し
て
い
た
が
、
当
時

は
燃
料
そ
の
も
の
が
貴
重
品
。

油
売
り
は
客
の
器
に
最
後
の
一

滴
ま
で
油
を
移
す
よ
う
求
め
ら

れ
た
。
粘
度
の
高
い
油
が
落
ち

き
る
ま
で
客
を
退
屈
さ
せ
ず
に

世
間
話
を
し
た
の
が
「
油
を
売

る
」
の
語
源
と
い
わ
れ
る
。

と
は
い
え
小
さ
な
炎
の
明
る

さ
は
豆
電
球
よ
り
も
暗
く
、
細

か
な
文
字
の
書
物
は
読
む
の
も

難
し
か
っ
た
。
夜
の
屋
外
で
街

灯
の
代
わ
り
に
な
る
も
の
は
月

明
か
り
し
か
な
い
。
江
戸
時
代

の
庶
民
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が

な
い
限
り
夜
間
に
出
歩
く
こ
と

も
な
く
、
日
の
出
と
と
も
に
起

き
、
日
が
沈
め
ば
眠
る
早
寝
早

起
き
が
基
本
だ
っ
た
。

現
代

明
治
以
降
、
日
本
に
も
ガ
ス

灯
や
灯
油
ラ
ン
プ
、
さ
ら
に
は

江
戸

江
戸
時
代
の
照
明
と
い
え
ば

行あ
ん

灯ど
ん

や
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

、
灯と

う

籠ろ
う

と
い
っ
た

も
の
が
思
い
浮
か
ぶ
。

そ
れ
ら
の
光
源
と
な
る
の
は

ろ
う
そ
く
や
油
だ
が
、
ろ
う
そ

く
は
当
時
ま
だ
高
価
な
も
の
。

城
内
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
ほ
か

大
名
や
豪
商
な
ど
使
え
る
人
は

限
ら
れ
て
い
た
。

一
般
庶
民
が
主
に
利
用
す
る

の
は
植
物
や
魚
か
ら
取
っ
た

油
。
こ
れ
は
、
灯
油
（
と
も
し

あ
ぶ
ら
）
と
呼
ば
れ
、
ぼ
ろ
布

や
綿
を
灯
芯
に
し
て
火
を
つ
け

電
気
に
よ
っ
て
発
光
す
る
白
熱

電
球
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
々
の

生
活
様
式
も
様
変
わ
り
し
た
。

令
和
の
現
在
は
さ
ら
に
明
る
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
登
場
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
恩
恵
に
よ
り
、
昼
夜
を

問
わ
ず
娯
楽
を
楽
し
ん
だ
り
仕

事
を
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

だ
が
『
細
雪
』
な
ど
で
知
ら

れ
る
文
豪
、
谷
崎
潤
一
郎
は
、

昭
和
の
時
代
で
も
華
や
か
過
ぎ

る
照
明
を
嫌
い
、
暗
さ
や
影
こ

そ
が
日
本
の
伝
統
美
を
形
づ
く

っ
た
の
だ
と
代
表
的
随
筆
『
陰

翳
礼
讃
』
で
述
べ
て
い
る
。
こ

の
作
品
を
締
め
く
く
る
末
尾
の

一
文
は
「
ま
あ
ど
う
云
う
工
合

に
な
る
か
、
試
し
に
電
燈
を
消

し
て
み
る
こ
と
だ
」。

美
の
検
証
と
い
っ
た
高
尚
な

気
持
ち
に
は
な
ら
な
く
て
も
、

省
エ
ネ
や
健
康
の
た
め
と
、
江

戸
庶
民
の
生
活
を
思
い
な
が
ら

照
明
を
切
り
、
早
寝
す
る
の
も

と
き
に
は
い
い
。

貴
重
な
照
明
日
没
後
は
就
寝
が
基
本

電
気
の
照
明
が
当
た
り
前
の
現
代
で
は
夜
間
も
不
自
由
な
く
生
活
で
き
る
。
だ
が
江
戸
時
代

に
電
気
は
普
及
し
て
い
な
い
。「
貴
重
品
」だ
っ
た
江
戸
時
代
の
照
明
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
ら
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協（
以

下
、
協
力
会
）
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
２
０
２
２
年
９
月
か
ら
順
次
再
開
さ
れ
た
。
電
気
管
理
技
術

者
で
あ
る
会
員
同
士
や
日
本
テ
ク
ノ
社
員
と
の
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い

た
懇
親
会
、
旅
行
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
の
催
し
が
復
活
す
る
。
再
開
後
、
毎
月
１
回
行
わ
れ
同

年
中
に
す
で
に
４
回
開
か
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

営業形態は変わっても もてなしの心はそのまま

電気主任技術者採用
 全国エリアで募集強化
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総額１億円とされた更新費用 約２００万円で完了
ろ
、
搬
入
経
路
を
確
保
す
る

た
め
に
開
口
部
の
拡
張
工
事

が
必
要
に
な
り
、
総
額
で
約

１
億
円
に
な
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
長
期
修
繕
計
画
で
非

常
用
発
電
機
の
た
め
の
費
用

は
あ
る
程
度
確
保
し
て
い
た

が
、
予
想
を
上
回
る
出
費
に

理
事
一
同
は
驚
い
た
。

「
発
電
機
本
体
が
故
障
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
起

動
装
置
さ
え
直
れ
ば
問
題
な

く
使
用
で
き
ま
す
。
何
と
か

し
た
い
と
考
え
、
理
事
会
が

独
自
に
動
く
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
会
合
の
議
事

録
を
読
ん
だ
組
合
員
か
ら
日

本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
さ
ん
を
紹

介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

依
頼
を
受
け
た
日
本
テ
ク

ノ
エ
ン
ジ
は
協
力
工
事
会
社

の
中
か
ら
発
電
機
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
強
い
企
業
に
案
件

を
持
ち
か
け
た
。
慎
重
な
調

査
と
検
討
の
結
果
、
い
く
つ

か
の
既
存
部
品
を
活
用
す
る

こ
と
で
修
理
は
可
能
だ
と
す

る
判
断
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ

に
要
す
る
金
額
は
諸
費
用
も

含
め
約
２
０
０
万
円
。
当
初

予
定
の
１
億
円
か
ら
大
幅
な

Ｊ
Ｒ
大
崎
駅
前
に
あ
る
２

０
０
４
年
竣
工
の
29
階
建
て

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
テ

ィ
タ
ワ
ー
大
崎
。
２
０
２
１

年
10
月
の
法
定
点
検
で
非
常

用
発
電
機
の
自
動
起
動
装
置

が
経
年
劣
化
に
よ
り
故
障
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

「
当
初
、
修
理
で
対
応
す

る
予
定
で
し
た
が
、
管
理
会

社
に
よ
れ
ば
発
電
機
メ
ー

カ
ー
が
倒
産
し
て
い
て
、
ま

た
保
守
業
者
や
ほ
か
の
メ
ー

カ
ー
か
ら
も
修
理
を
断
ら

れ
、
設
備
を
入
れ
替
え
る
し

か
な
い
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
」（
同
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
理
事
）

管
理
組
合
が
そ
の
た
め
の

見
積
も
り
を
取
得
し
た
と
こ

減
額
と
あ
っ
て
、
理
事
会
で

も
安
堵
の
声
が
上
が
っ
た
。

「
万
一
の
設
備
更
新
費
用

と
し
て
緊
急
で
１
億
円
の
予

算
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
修

理
で
済
み
、
支
出
は
大
幅
に

減
ら
せ
ま
し
た
。
修
繕
積
立

金
の
値
上
げ
や
一
時
金
の
徴

収
を
検
討
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
ば
か
り
か
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
資
金
計
画
の
健
全
化

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
」

今
回
の
修
理
を
通
じ
、
作

業
を
担
当
し
た
協
力
会
社
か

ら
、
ほ
か
に
も
複
数
箇
所
に

不
具
合
が
あ
る
と
の
指
摘
を

受
け
た
。
そ
の
追
加
改
修
工

事
も
間
を
置
か
ず
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
日
頃
の
整
備

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
よ
り
一

層
重
視
し
、
不
測
の
事
態
に

備
え
て
い
く
つ
も
り
だ
。

シティタワー大崎の非常用発電機。

非常用発電機照 明太陽光緊急対応キュービクル設備改善空 調

設備改善
対応事例

東京都品川区
シティタワー大崎

非
常
用
発
電
機
が
故
障
入
れ
替
え
な
し
の
修
理
で
対
応

「
シ
ス
テ
ム
を
業
務
に
合
わ

せ
る
べ
き
か
」、「
業
務
を
シ

ス
テ
ム
に
合
わ
せ
る
べ
き

か
」
と
い
う
点
で
す
。

前
者
だ
と
使
い
方
に
大
き

な
変
更
が
な
い
の
で
ス
ト
レ

ス
は
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

そ
し
て
後
者
の
シ
ス
テ
ム
に

合
わ
せ
る
や
り
方
だ
と
、
新

し
い
使
い
方
に
慣
れ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
半
面
、
最
新

の
便
利
な
機
能
を
比
較
的
低

コ
ス
ト
で
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
が
い

い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
よ
り
有
益
な
仕
組

み
づ
く
り
に
向
け
、
皆
で
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
係
部
署
と
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
の
が

契
約
書
の
電
子
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
電
子
化
に
よ
り

社
内
で
は
業
務
の
流
れ
を
大

き
く
変
え
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、実
現
す
れ
ば
、

必
ず
業
務
の
効
率
化
、
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お

客
様
に
と
っ
て
も
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
に
な
り

ま
す
。大
き
な
変
革
で
す
が
、

利
用
者
の
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
よ
う
精
一

杯
知
恵
を
絞
り
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
戦
略
部
は
、
２

０
２
１
年
４
月
に
開
設
さ
れ

た
部
署
で
す
。
こ
れ
ま
で
社

内
の
各
部
署
で
個
別
に
行
わ

れ
て
き
た
各
種
シ
ス
テ
ム
の

統
括
管
理
を
進
め
、
全
社
の

業
務
改
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部

署
に
置
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
企

画
課
で
は
、
お
客
様
向
け
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
社
員
向

け
の
営
業
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル

な
ど
の
企
画
、開
発
を
担
い
、

案
件
に
よ
っ
て
は
継
続
的
な

運
用
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
定
期
的
に
「
活

躍
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
場
を

開
い
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
は

じ
め
社
内
業
務
の
進
め
方
な

ど
に
つ
い
て
、
社
員
の
提
案

が
社
長
や
役
員
に
直
接
伝
え

ら
れ
、
よ
い
提
案
は
積
極
的

に
採
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

社
員
の
声
を
大
切
に
す
る

社
風
は
私
が
入
社
し
た
23
年

前
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
私

自
身
、
入
社
当
初
は
お
客
様

を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
現
場
で
の
「
こ

う
し
た
ら
も
っ
と
よ
い
サ
ー

ビ
ス
に
な
る
の
に
」
な
ど
の

思
い
は
、
積
極
的
に
声
に
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
受
け

入
れ
て
く
れ
る
上
司
が
い
ま

し
た
。

当
時
に
比
べ
会
社
の
規
模

は
大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、

個
々
の
提
案
次
第
で
社
内
の

動
き
や
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
に

改
善
さ
れ
て
い
く
環
境
は
当

社
の
大
き
な
強
み
で
あ
り
、

仕
事
を
す
る
う
え
で
の
や
り

が
い
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
シ
ス
テ
ム
構
築
の

現
場
で
い
つ
も
悩
む
の
が
、
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各部署キーパーソンが語る

利
用
者
の
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら

さ
ら
な
る
変
革
に
向
け
努
力
を
継
続

やりがいを導く──社員の声を大切にする社風

技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

現
在
の
協
力
会
で
は
、
約
50
カ

所
の
事
業
所
で
保
安
点
検
を
担

当
し
て
い
る
。

今
は
ほ
と
ん
ど
の
作
業
で
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
て
い
る

が
「
初
め
の
頃
に
緊
急
応
動
で

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
現
場
に
行

っ
た
と
き
な
ど
は
、
不
具
合
の

原
因
が
わ
か
っ
て
も
、
そ
の
対

処
方
法
に
若
干
の
不
安
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
日
本
テ

ク
ノ
の
保
安
部
の
方
や
先
輩
の

技
術
者
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う

う
ち
だ
ん
だ
ん
自
信
を
持
っ
て

対
処
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
正
垣
さ
ん
は
言
う
。

普
段
の
業
務
で
意
識
し
て
い

る
の
は
、
担
当
す
る
事
業
場
の

業
務
内
容
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
な

ら
ば
入
居
す
る
店
子
構
成
の
把

握
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
緊
急
時

に
、
そ
こ
か
ら
事
故
原
因
が
推

測
で
き
る
た
め
だ
。

そ
ん
な
正
垣
さ
ん
を
頼
り
に

す
る
の
が
株
式
会
社
オ
ー
ツ

カ
光
学
常
務
取
締
役
の
石
瀬

亘
さ
ん
。「
高
圧
受
変
電
設
備

は
点
検
で
よ
く
見
て
も
ら
っ
て

い
る
せ
い
か
、
こ
れ
ま
で
大
き

な
不
具
合
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
以
外
で
も
正
垣
さ
ん
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

ま
す
。先
日
も
、頻
繁
に
ブ
レ
ー

カ
ー
が
落
ち
る
３
階
部
分
に
つ

い
て
、
２
階
に
電
子
レ
ン
ジ
を

移
す
な
ど
の
対
策
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
」。

「
そ
の
と
き
は
配
線
図
を
調

べ
、
電
気
系
統
に
余
裕
の
な
か

っ
た
３
階
か
ら
２
階
に
機
器
類

を
移
す
よ
う
提
案
し
た
ん
で
し

た
ね
」
と
言
う
正
垣
さ
ん
。
電

気
に
関
す
る
相
談
を
気
軽
に
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
小
さ
な
こ

と
で
も
で
き
る
だ
け
丁
寧
な
対

応
を
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
積

み
重
ね
が
信
頼
関
係
を
強
く
す

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
口

癖
の
よ
う
に
「
電
気
の
こ
と
な

ら
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
そ
う
だ
。

そ
ん
な
正
垣
さ
ん
は
、
今
後

さ
ら
に
多
く
の
経
験
を
積
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
引
き
出
し
を
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。「
太

陽
光
発
電
施
設
な
ど
、
ま
だ
点

検
し
た
こ
と
の
な
い
設
備
が
多

く
あ
り
ま
す
の
で
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
着
実
に
進

化
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
電

気
の
こ
と
な
ら
何
で
も
対
応
で

き
る
電
気
管
理
技
術
者
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
」。

正
垣
さ
ん
の
協
力
会
へ
の
入

会
は
２
０
１
８
年
４
月
。
取
得

し
て
い
る
電
験
三
種
の
資
格
を

生
か
せ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕

事
が
で
き
る
う
え
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
で
電
気
の
こ
と
が
学

べ
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
の

が
志
望
の
動
機
だ
。

前
職
で
は
印
刷
会
社
の
電
気

設
備
管
理
に
携
わ
っ
て
い
た
。

日本テクノ協力会・日電協　東京06グループ 正垣卓之さん

神
奈
川
県
平
塚
市
の
有
限
会

社
Ｆ
Ｅ
Ｃ
は
、
不
動
産
賃
貸

や
管
理
を
行
う
企
業
。
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
の
所
有
数
は
全
部
で
４

棟
。
そ
の
う
ち
３
棟
が
高
圧
受

電
で
あ
る
。

以
前
か
ら
所
有
し
て
い
た
ビ

ル
に
は
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
自
動

検
針
は
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
当
時
、
検
針
作
業
を
担
当

し
て
い
た
同
社
の
佐
藤
綾
乃
さ

ん
は
「
メ
ー
タ
ー
検
針
、
料
金

じ
て
い
る
。「
年
に
１
度
の
停

電
点
検
の
と
き
も
テ
ナ
ン
ト
を

１
件
ず
つ
回
り
日
程
調
整
し
て

く
れ
る
の
で
非
常
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。
特
に
冷
凍
・
冷
蔵
庫

の
あ
る
飲
食
店
に
は
気
を
遣
っ

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的

に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
る
お
か

げ
で
各
テ
ナ
ン
ト
も
電
気
関
係

の
相
談
が
し
や
す
く
、
頼
り
に

し
て
い
る
よ
う
で
す
」。

技
術
者
だ
け
で
な
く
営
業
担

当
に
も
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
よ

う
で
、
升
水
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん

計
算
、
請
求
と
い
う
手
間
の
か

か
る
仕
事
で
す
。
ず
れ
の
な
い

よ
う
本
当
は
毎
月
決
ま
っ
た
日

に
検
針
す
べ
き
で
す
が
、
メ
ー

タ
ー
が
室
内
に
あ
っ
て
た
ま
た

ま
不
在
で
入
室
で
き
な
い
な
ど

ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
い
。
無

理
な
姿
勢
で
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
メ
ー
タ
ー
も
あ
り
、

危
険
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
後
、
事
業
の
拡
大
で
新

た
な
ビ
ル
を
購
入
。
そ
こ
は
エ

コ
テ
ナ
ン
ト
導
入
済
み
の
物
件

だ
っ
た
。
今
ま
で
手
を
煩
わ
せ

て
い
た
検
針
関
連
の
作
業
が
す

べ
て
不
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
利
便
性
は
ほ
か
の
所
有
物
件

に
も
採
用
す
べ
き
と
既
設
の
２

棟
に
相
次
ぎ
導
入
し
た
。

導
入
後
の
サ
ー
ビ
ス
全
般
に

つ
い
て
同
社
の
升
水
美
希
さ
ん

は
、
担
当
の
電
気
主
任
技
術
者

も
協
力
的
で
信
頼
で
き
る
と
感

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全
体で一括受電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力会社へまと
めて支払っている。オーナーはテナン
トの使用分を立て替えるため、個々の
テナントに対し、それぞれに応じた電
気料金を請求する。そこには子メータ
ーの検針、料金算出、請求管理とい
った手間のかかる業務が伴う。
　「エコテナント」はオーナーを煩わ
せていたそれらの業務をすべて代行
するサービスである。既存の子メータ
ーは自動検針のスマートメーターに変
更され、月々の使用量は日本テクノに
伝送される。オーナーとテナントの双
方にとって、ともに信頼性を高められ
るシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

導入済みビルの購入で利便性を実感
ほかの所有ビルも相次ぎエコテナントに

の
２
人
は
「
電
気
関
係
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
聞

き
ま
す
。
一
般
家
庭
と
は
料
金

体
系
も
異
な
る
の
で
、
導
入
後

に
一
か
ら
説
明
し
て
も
ら
い
ま

し
た
」
と
口
を
揃
え
る
。

自
動
検
針
サ
ー
ビ
ス
で
煩
雑

だ
っ
た
作
業
が
な
く
な
り
、
確

実
な
電
気
料
金
の
管
理
が
で
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
同
社
は
日
本

テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
と
と
も

に
、
テ
ナ
ン
ト
が
安
心
し
て
使

用
で
き
る
ビ
ル
経
営
を
続
け
て

い
く
。

購入時にエコテナントが導入されていた湘南平塚中
央ビル。ここからほかの所有ビルへの導入を進めた。

神奈川県平塚市
有限会社 FEC

既
設
の
所
有
ビ
ル
。
フ
ァ

ー
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
宮
の
前

（
上
）
と
プ
ラ
イ
ム
ス
ク

エ
ア
ー
湘
南
平
塚
（
下
）。

利
便
性
の
高
さ
か
ら
す

で
に
自
社
所
有
し
て
い

た
物
件
に
も
順
次
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
の
導
入
を
進

め
て
い
っ
た
。

システム戦略部 システム企画課

次長 浅野友紀

小
さ
な
こ
と
で
も
丁
寧
に
対
応

そ
れ
が
信
頼
関
係
を
強
く
す
る

電気関連のすべてに対応できる技術者が目標

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
（
以
下
、
協
力
会
）
の
現
場

活
動
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
「
企
業
と
電
気
を
つ
な
ぐ
技
術
者
を

た
ず
ね
て
」。
今
回
は
、
東
京
06
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
正
垣

卓
之
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
く
。

オ
ー
ツ
カ
光
学
の
石
瀬
亘

さ
ん
（
右
）
と
技
術
者
の

正
垣
卓
之
さ
ん
。
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※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

　ここでは日本テクノの提供する各種サービスの導入事例を紹介する（記事は取材当時の内
容）。主力商品である「SMART CLOCK（スマートクロック）」と「SMARTMETER ERIA（ス
マートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」に加え、お客様同士のＭ＆Ａなどを仲介する「GIFT 
map」の３つの商品・サービスだ。これらは省エネ活動による環境対策や事業承継による産
業基盤づくりなどSDGsの目標にもつながっている。

沖
縄
県
糸
満
市
で
県
内
最
大

級
の
生
産
体
制
を
備
え
黒
糖
の

製
造
・
販
売
を
行
う
琉
球
黒
糖

株
式
会
社
。
こ
こ
で
は
手
作
業

に
こ
だ
わ
っ
た
昔
な
が
ら
の
製

造
方
法
で
品
質
の
高
い
商
品
を

つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

原
料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
高
温

で
煮
詰
め
て
型
に
流
し
込
む
。

そ
れ
を
自
然
冷
却
で
固
め
て
い

く
の
で
、
製
造
現
場
内
の
温
度

と
湿
度
は
品
質
に
大
き
く
影
響

す
る
。
よ
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な

空
調
管
理
が
必
要
だ
。
そ
う
し

た
製
造
工
程
を
考
え
る
と
省
エ

ネ
で
き
る
箇
所
は
限
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
た
が
、
そ
れ
で

も
社
員
に
省
エ
ネ
意
識
を
醸
成

し
よ
う
と
電
気
の「
見
え
る
化
」

を
導
入
し
た
。

作
業
工
程
ご
と
に
分
け
ら
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
は
品
質

保
持
の
た
め
除
湿
機
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
省
エ
ネ
が
目
的
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
部
屋
の

う
ち
煮
詰
め
と
自
然
冷
却
を
行

う
場
所
は
温
度
管
理
も
重
要

で
、
空
調
の
設
定
は
変
更
し
な

い
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
た
。

そ
こ
で
電
気
の
使
い
過
ぎ
を

知
ら
せ
る
警
報
が
鳴
っ
た
と
き

は
、
事
務
所
、
倉
庫
、
最
後
に

製
造
現
場
の
順
で
空
調
を
切
っ

て
い
く
と
ル
ー
ル
を
決
め
た
。

そ
し
て
ラ
ス
ト
に
位
置
づ
け
た

製
造
現
場
は
デ
マ
ン
ド
値
が
確

定
す
る
前
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

時
間
だ
け
に
限
る
と
し
た
。
企

画
営
業
部
長
の
金
城
幸
英
さ
ん

は
「
取
り
組
み
を
始
め
た
直
後

は
現
場
で
作
業
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
が
、
正
直
言
っ
て
戸
惑

い
を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
。

そ
れ
で
も
、
日
本
テ
ク
ノ
に
よ

る
省
エ
ネ
活
動
の
勉
強
会
を
通

じ
て
電
気
料
金
の
仕
組
み
な
ど

を
理
解
し
て
か
ら
は
率
先
し
て

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

デ
マ
ン
ド
の
設
定
値
は
冬
場

に
下
げ
る
。
す
る
と
春
か
ら
警

報
回
数
が
次
第
に
増
え
る
が
、

で
き
る
限
り
変
更
せ
ず
夏
を
迎

え
る
頃
に
徐
々
に
上
げ
る
。
そ

の
際
、
数
値
は
前
年
を
超
え
な

い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
繁
忙
日

に
は
大
型
の
個
包
装
機
の
立
ち

上
げ
を
ピ
ー
ク
時
間
帯
か
ら
ず

ら
す
工
夫
も
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
追
加
導
入
。
電

力
の
使
用
状
況
を
全
社
員
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

初
の
目
的
だ
っ
た
省
エ
ネ
意
識

の
醸
成
は
十
分
な
さ
れ
、
さ
ら

に
浸
透
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
２
０
２
２
年
６
月
取
材
）

省エネ活動と両立できたデリケートな空調管理
琉球黒糖 株式会社　https://www.ryukyu-kokuto.jp/
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／
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「
昨
今
は
趣
味
が
多
様
化
し

鉢
植
え
や
切
花
を
楽
し
む
人
が

減
っ
て
い
ま
す
。電
気
の
使
用
、

働
き
方
、そ
し
て
花
き
栽
培
も
、

す
べ
て
を
効
率
化
し
て
生
産
性

を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
生
き
残

り
は
難
し
い
」
と
福
岡
県
の
株

式
会
社
北
九
州
フ
ラ
ワ
ー
流

通
セ
ン
タ
ー
・
代
表
取
締
役
の

三
好
洋
介
さ
ん
は
語
る
。

電
気
の
分
野
で
は
「
見
え
る

化
」の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。

す
る
と
ピ
ー
ク
を
押
し
上
げ
る

要
因
が
、年
に
数
回
あ
る
極
寒
・

酷
暑
時
の
せ
り
開
催
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
対
策
と
し
て

せ
り
場
を
仕
切
る
カ
ー
テ
ン
を

設
置
し
空
調
負
荷
を
軽
減
。
さ

ら
に
ピ
ー
ク
が
近
づ
く
と
せ
り

の
時
間
だ
け
冷
蔵
室
や
事
務
室

の
空
調
を
切
っ
て
デ
マ
ン
ド
値

の
上
昇
を
抑
制
し
た
。
普
段
も

照
明
の
間
引
き
、
こ
ま
め
な
空

調
オ
フ
な
ど
の
取
り
組
み
で
使

用
電
力
量
を
抑
え
て
い
る
。

電
気
の
賢
い
使
い
方
は
定
着

し
た
。
次
に
考
え
た
の
は
働
き

方
改
革
だ
。
花
き
市
場
の
繁
忙

期
は
母
の
日
、
お
盆
、
年
度
替

わ
り
な
ど
あ
る
程
度
決
ま
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
軸
に
勤
務
シ
フ

ト
を
組
み
、
ほ
か
の
閑
散
期
は

積
極
的
に
有
給
休
暇
を
取
得
す

る
よ
う
推
奨
し
た
。
年
間
を
通

し
て
勤
務
を
調
整
す
る
変
形
労

働
時
間
制
も
採
用
し
た
。

生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
は

花
き
栽
培
自
体
に
も
向
け
ら
れ

た
。
そ
れ
は
生
産
者
と
共
同
で

開
発
し
た
未
来
の
土
「
カ
ラ
フ

ル
用
土
」と
し
て
形
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
黒
曜
石
パ
ー
ラ
イ
ト
に

ポ
リ
マ
ー
や
肥
料
を
配
合
し
た

水
も
ち
・
肥
料
も
ち
の
よ
い
人

工
の
用
土
。「
例
え
ば
シ
ク
ラ

メ
ン
の
鉢
植
え
な
ら
通
常
は
毎

日
水
を
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
し
か
し
カ
ラ
フ
ル
用
土
な

ら
半
月
に
１
回
ほ
ど
で
済
む
。

自
宅
や
職
場
な
ど
で
植
物
を
育

て
る
手
間
を
減
ら
し
、
手
軽
に

楽
し
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
植

物
愛
好
家
の
裾
野
が
広
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
」。

花
き
の
流
通
に
携
わ
る
も
の

と
し
て
、
業
界
の
先
行
き
に
危

機
感
を
抱
い
て
い
る
三
好
さ
ん

は
「
省
エ
ネ
活
動
で
電
気
料
金

が
節
約
で
き
、
そ
れ
が
商
品
開

発
の
原
資
を
生
み
ま
し
た
。
花

き
の
流
通
と
い
う
手
数
料
ビ
ジ

ネ
ス
か
ら
商
品
の
自
社
販
売
と

い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
築
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
省
エ
ネ
に
取

り
組
み
ま
す
」
と
話
す
。

（
２
０
１
９
年
５
月
取
材
）

電気の使用はもちろん花き事業のすべてで生産性向上
株式会社 北九州フラワー流通センター　http://www.kfrc.co.jp/

住
所
◉
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡

西
区
椋
枝
１
│
２
│
１
／
電
話

◉
０
９
３
（
６
１
８
）
１
１
８
７

／
設
立
◉
１
９
６
１
年
／
事
業

内
容
◉
花
き
な
ど
卸
売

事業所DATA

商
品
開
発
の
原
資
を
生
む

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2012年▶2018年

2011年5月～翌年4月
▶2018年5月～翌年4月

電気の
見える化

主
に
食
料
品
を
冷
蔵
・
冷
凍

保
管
し
東
北
一
円
へ
配
送
す
る

株
式
会
社
盛
功
流
通
。
電
気

の
「
見
え
る
化
」
に
よ
る
省
エ

ネ
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
２

０
２
２
年
７
月
だ
。
業
務
配
送

課
課
長
の
板
垣
竹
彦
さ
ん
は
導

入
の
経
緯
を
「
電
気
料
金
が
値

上
が
り
す
る
中
で
、
無
駄
な
く

賢
く
使
う
た
め
に
は
使
用
状
況

の
可
視
化
が
重
要
と
考
え
ま
し

た
。
す
で
に
採
用
し
て
い
る
近

隣
の
会
社
に
も
話
を
聞
き
、
自

分
た
ち
な
り
に
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
む
た
め
で
す
」と
話
す
。

導
入
後
、
板
垣
さ
ん
が
１
日

の
使
用
状
況
を
確
認
す
る
と
、

不
可
解
な
点
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。「
当
社
の
設
備
は
ド

ラ
イ
倉
庫
１
、チ
ル
ド
倉
庫
２
、

冷
凍
倉
庫
２
、超
低
温
倉
庫
１
、

ピ
ッ
キ
ン
グ
倉
庫
（
前
室
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
荷
物
の

受
け
入
れ
の
な
い
夕
方
、
急
に

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が

赤
く
光
っ
た
の
で
す
」。
そ
こ

で
倉
庫
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
画

面
を
見
る
と
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
以

外
の
倉
庫
で
一
斉
に
霜
取
り
機

能
が
稼
働
し
始
め
て
い
た
。

こ
れ
で
は
ピ
ー
ク
電
力
が
一

気
に
上
昇
す
る
。
そ
こ
で
メ
ー

カ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
霜
取
り

の
稼
働
時
間
を
ず
ら
す
よ
う
設

定
を
変
更
。
契
約
電
力
は
大
幅

に
低
減
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
作
業
効
率
を
考
え
て
チ
ル

ド
倉
庫
と
ピ
ッ
キ
ン
グ
倉
庫
を

つ
な
ぐ
扉
は
開
放
し
て
い
た

が
、こ
れ
も
閉
め
る
よ
う
に
し
、

使
用
電
力
量
も
低
減
さ
せ
た
。

「
見
え
る
化
」
に
よ
り
電
気
の

無
駄
を
初
め
て
認
識
し
、
効
果

的
な
対
応
が
で
き
た
結
果
だ
。

同
社
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
に
は

食
品
会
社
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

入
居
し
て
い
る
。
そ
の
テ
ナ
ン

ト
企
業
も
「
見
え
る
化
」
に
よ

る
省
エ
ネ
活
動
を
は
た
か
ら
見

て
い
る
う
ち
に
、
空
調
の
稼
働

を
極
力
抑
え
る
と
い
っ
た
形
で

取
り
組
み
に
協
力
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
板
垣
さ
ん
は

こ
ま
め
に
休
憩
所
の
空
調
稼
働

を
調
整
す
る
な
ど
先
頭
に
立
っ

て
省
エ
ネ
を
進
め
て
い
る
。「
事

業
場
内
に
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
計
４
台
あ
る
の
で

随
時
電
気
の
使
用
状
況
は
見
え

ま
す
。
そ
の
た
め
社
員
も
省
エ

ネ
を
意
識
し
な
が
ら
業
務
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
環
境
負
荷
の
低

い
業
務
運
営
を
心
が
け
て
い
き

ま
す
」。

（
２
０
２
２
年
12
月
取
材
）

「見える化」して初めてわかった電気の無駄
株式会社 盛功流通　https://www.seikou-r.co.jp/

住
所
◉
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野

区
港
２
│
１
│
１
０
／
電
話
◉

０
２
２
（
３
５
４
）
０
１
８
０
／

設
立
◉
１
９
８
４
年
／
事
業
内

容
◉
運
輸
・
倉
庫

事業所DATA

霜
取
り
の
稼
働
を
分
散

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2021年▶2022年

2021年8～12月
▶2022年8～12月

電気の
見える化

「
当
店
は
、
１
９
８
３
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
焼
肉
を
中
心
と

す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
先
代

の
社
長
が
同
業
他
社
か
ら
日
本

テ
ク
ノ
の
電
気
の〝
見
え
る
化
〞

が
よ
い
と
評
判
を
聞
き
、
導
入

し
ま
し
た
。
以
来
、
電
気
の
み

な
ら
ず
ガ
ス
や
水
道
の
使
い
方

ま
で
細
か
く
見
直
す
よ
う
に
な

り
、
無
駄
な
く
使
お
う
と
い
う

意
識
が
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
定
着

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

大
阪
府
泉
佐
野
市
に
あ
る
「
は

や
＆
魚
太
郎
泉
州
の
郷
」
の

店
長
・
喜き

屋や

武ん

雅
志
さ
ん
。

電
力
ピ
ー
ク
は
夏
場
。
気
温

が
上
が
り
空
調
の
稼
働
が
増
え

る
時
季
だ
。
そ
の
対
策
は
こ
ま

め
な
稼
働
調
整
で
行
う
。
客
席

に
合
計
４
つ
の
温
度
計
を
設
置

し
、
目
盛
り
を
確
認
し
な
が
ら

空
調
の
設
定
パ
ネ
ル
を
操
作
す

る
。24
℃
以
上
で
空
調
を
稼
働
、

そ
れ
を
下
回
っ
た
ら
弱
め
る
よ

う
常
に
目
を
配
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
客
数
の
少
な
い
エ

リ
ア
か
ら
順
に
空
調
を
切
る
、

食
材
の
保
管
方
法
の
見
直
し
で

電
源
を
切
れ
る
「
お
休
み
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
」
を
捻
出
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

無
駄
を
排
除
し
生
産
性
を
上

げ
る
工
夫
は
店
舗
運
営
全
体
に

も
向
け
ら
れ
る
。
効
率
的
な
人

員
配
置
を
考
え
シ
フ
ト
を
組
み

直
し
た
り
、
仕
入
ル
ー
ト
を
見

直
し
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
な
ど

多
様
な
取
り
組
み
が
進
む
。

先
頃
は
、
２
階
の
宴
会
ス

ペ
ー
ス
を
改
修
し
た
。
個
室
と

し
て
も
宴
会
場
と
し
て
も
使
え

る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
間

仕
切
り
を
採
用
し
、
さ
ら
に
最

新
の
空
調
も
導
入
し
て
い
る
。

店
の
建
屋
が
で
き
て
か
ら
40

年
。
段
階
的
に
設
備
類
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
高
い
店
舗
を
目
指
す
計
画

で
、
喜
屋
武
さ
ん
は
「
今
後
は

徐
々
に
店
内
の
改
修
を
進
め
、

歴
史
あ
る
た
た
ず
ま
い
を
残
し

つ
つ
、
設
備
は
最
新
と
い
う
お

店
に
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え

て
い
る
。

長
年
さ
ま
ざ
ま
な
無
駄
を
減

ら
す
行
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
に

省
エ
ネ
意
識
が
定
着
し
て
い
る

の
が
最
大
の
財
産
だ
と
喜
屋
武

さ
ん
は
言
う
。「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
も
う
少
し

あ
り
そ
う
で
す
が
、
今
後
完
全

に
お
客
様
が
戻
っ
て
も
十
分
対

応
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
手
を

打
っ
て
い
き
ま
す
」。

（
２
０
２
２
年
10
月
取
材
）

電気をはじめガスや水道も 省エネ意識が定着
はや泉州の郷グループ はや&魚太郎 泉州の郷　http://www17.plala.or.jp/sensyu/

住
所
◉
大
阪
府
泉
佐
野
市
上
瓦

屋
８
８
６
／
電
話
◉
０
７
２
（
４

６
３
）
８
９
８
８
／
開
店
◉
１
９

８
３
年
／
事
業
内
容
◉
飲
食
店

事業所DATA

室
温
確
認
で
空
調
設
定

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2019年▶2020年

2018年11月～翌年10月
▶2019年11月～翌年10月

電気の
見える化

電気の
見える化

客席には合計４つの温度計を設置して
空調稼働を調整する目安にしている。

計４台設置されているＳＭＡＲＴ ＣＬ
ＯＣＫのうちの１つ（ピッキング倉庫）。

手作業にこだわり、デリケートな空
調管理が必要な製造現場。生産者と共同開発した「カラフル用土」。

お客様の声
日本テクノサービス導入事例

電気の
見える化

▲20.4％

M&A
ビジネスマッチング

東
京
都
墨
田
区
に
あ
る
有
限
会
社

丹に
ゅ
う生
マ
ー
ク
の
設
立
は
１
９
６
９

年
。
各
種
印
刷
を
幅
広
く
扱
い
、
中

で
も
非
紙
系
素
材
へ
の
シ
ル
ク
印
刷

を
得
意
と
す
る
。
代
表
取
締
役
の
五

十
嵐
六
郎
さ
ん
は
、
今
は
亡
き
先
代

の
創
業
者
が
貫
い
て
き
た
真
摯
な
仕

事
ぶ
り
や
取
引
先
を
大
事
に
す
る
理

念
を
大
切
に
し
つ
つ
事
業
を
育
ん
で

き
た
。だ
が
後
継
者
は
不
在
の
状
況
。

日
本
テ
ク
ノ
を
信
頼
し
仲
介
サ
ー
ビ

ス
に
登
録
し
た
。

創
業
者
が
父
親
で
事
務
全
般
を
担

当
す
る
山
本
清
美
さ
ん
は
、
Ｍ
＆
Ａ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
提
案
に
「
き
ち
ん

と
引
き
継
ぎ
を
し
て
会
社
を
残
す
に

は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

一
方
の
株
式
会
社
明
和
商
会
は

１
９
９
０
年
、
大
阪
府
で
設
立
。
営

業
力
と
企
画
力
を
武
器
に
高
品
質
な

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
を
手
掛
け
る
。
関

西
圏
を
中
心
に
安
定
し
た
顧
客
基
盤

を
持
ち
、
東
京
で
の
事
業
拡
大
の
き

っ
か
け
を
探
っ
て
い
た
。
Ｍ
＆
Ａ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
丹
生
マ
ー
ク
の
情

報
を
得
る
と
、
す
ぐ
上
京
し
現
場
視

察
と
ト
ッ
プ
面
談
を
行
っ
た
。

代
表
取
締
役
社
長
の
本
田
啓
二
さ

ん
は
「
五
十
嵐
さ
ん
と
お
話
し
す
る

と
、
仕
事
や
取
引
先
に
対
す
る
真
面

目
な
姿
勢
に
共
通
点
を
感
じ
ま
し

た
」
と
話
す
。
面
談
の
翌
月
に
は
取

締
役
会
で
も
承
認
さ
れ
、
株
式
譲
渡

に
向
け
た
合
意
は
円
滑
に
進
ん
だ
。

シ
ル
ク
印
刷
と
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

は
同
じ
印
刷
業
で
も
設
備
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
違
う
。「
だ
か
ら
こ
そ
互
い
の

商
機
が
拡
大
で
き
る
」
と
本
田
さ
ん

は
言
う
。
両
社
と
も
今
ま
で
守
備
範

囲
外
の
業
務
は
協
力
会
社
に
委
託
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
案
件
を
グ
ル
ー

プ
内
で
請
け
ら
れ
る
幅
が
広
が
る
。

明
和
商
会
は
シ
ル
ク
印
刷
を
扱
う

べ
く
設
備
を
揃
え
た
過
去
が
あ
る
。

だ
が
受
注
頻
度
や
人
材
面
で
運
用
が

う
ま
く
い
か
ず
数
年
で
扱
い
を
や
め

た
。「
ほ
ろ
苦
い
記
憶
で
す
が
今
回

の
縁
つ
な
ぎ
の
要
素
の
１
つ
に
な
っ

て
い
る
」と
本
田
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。

年
の
瀬
を
控
え
た
12
月
の
調
印

式
。「
今
朝
、
父
の
仏
壇
に
手
を
合

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
」
に
よ
る
株
式
譲
渡
契
約
が
成
立
し
、
２
０
２
２
年
12
月
、
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
同
じ
業
界
な
が
ら
異
な
る
技
術
を
持
つ
２
社
が
手
を

結
び
、
業
績
拡
大
と
い
う
未
来
に
進
む
運
び
と
な
っ
た
。

調印を終え新たなスタートラインに立った３
人。左から本田さん、五十嵐さん、山本さん。

2022年 2月
有限会社 丹生マークが
仲介サービス登録

 6月
候補企業で検討するも
条件面の折り合いつかず

 8月
株式会社 明和商会が
仲介サービス登録

 9 ～11月
現場視察、トップ面談など

2022年12月
株式譲渡契約調印式

譲渡完了までの経緯

M&A
ビジネスマッチング

理念が近いからこそ実現した迅速なM&A
互いの事業の品質を上げ、幅を広げる

有限会社 丹生マーク
代表者◉五十嵐六郎（82歳）／事業内容◉特殊印刷
業／所在地◉東京都墨田区／設立◉1969年／従業
員数◉11名

株式会社 明和商会
代表者◉本田啓二（55歳）／事業内容◉印刷業／所
在地◉大阪府東大阪市／設立◉1990年／従業員数
◉75名

譲渡側 譲受側
動画で見る
マッチング事例

わ
せ
て
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
安
心

し
て
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
山
本
さ
ん
に
、本
田
さ
ん
は「
丹

生
マ
ー
ク
の
皆
さ
ん
に
雇
用
継
続
の

旨
を
し
っ
か
り
説
明
し
、
取
引
先
に

も
迷
惑
の
な
い
よ
う
移
行
し
て
い
き

ま
す
」
と
応
え
た
。
五
十
嵐
さ
ん
も

「
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
と
ほ
っ

と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
。

今
後
は
明
和
商
会
の
営
業
社
員
が

丹
生
マ
ー
ク
に
常
駐
し
、
技
術
や
知

識
を
習
得
す
る
予
定
だ
。
五
十
嵐
さ

ん
は
引
き
継
ぎ
完
了
ま
で
顧
問
と
し

て
在
籍
す
る
。
双
方
の
顧
客
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
多
様
な
提
案
を
行
う
こ

と
で
業
績
拡
大
を
狙
っ
て
い
く
。

今
回
の
株
式
譲
渡
成
立
の
ポ
イ
ン

ト
に
は
①
買
い
手
の
本
格
的
な
東
京

進
出
と
拡
大
②
オ
フ
セ
ッ
ト
×
シ
ル

ク
で
提
案
の
幅
が
広
が
る
③
円
熟
し

た
技
術
を
絶
や
す
こ
と
な
く
継
承
で

き
る
│
│
な
ど
の
点
が
あ
っ
た
。
東

京
と
大
阪
と
い
う
エ
リ
ア
が
隔
た
る

案
件
も
適
切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
成
立
が
図
れ
る
と
い
う

好
例
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
０
２
２
年
12
月
取
材
）

関
東
／
関
西
エ
リ
ア

同
業
界
で
異
な
る
技
術
を
融
合

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

※企業データはいずれも２０２2年１2月時点。

▲26.8％

▲29.5％

▲29.2％

▲19.2％

▲6.5％

▲15.5％

▲10.0％

https://gift-map.jp/
https://econews.jp/article/report/case_study/
https://service.n-techno.co.jp/
https://gift-map.jp/matching_case
https://gift-map.jp/matching_case/case11


※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。アイデアが
掲載された方にはオリジナル「お箸・スプーンセット（竹製）」を、さらに
ご応募いただいた方の中から抽選でオリジナル賞品をプレゼント！ 投
稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させていた
だきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ
「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブ
サイトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんの知恵袋サイトはエコクッキングレシピやお掃除法、
エコグッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん！ サ
イトでは、読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学
や豆知識が満載のメールマガジンを発行しています。ぜひご登録
ください。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

栄養豊富なハチミツ活用法！

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る4文字を組み
合わせエコな取り組みに関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉環境や社会に配慮した倫理的な買い物を「○○○○消費」といいます。

冬
が
過
ぎ
暖
か
な
春
。
草
木

の
開
花
と
と
も
に
ミ
ツ
バ
チ
も

元
気
よ
く
飛
び
回
り
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
彼
ら
が
集
め
た
ハ

チ
ミ
ツ
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
チ
ミ
ツ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
を
は
じ
め
、葉
酸
、

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

甘
み
の
も
と
に
な
る
成
分
は
ぶ

ど
う
糖
や
果
糖
。
こ
れ
は
単
糖

類
と
い
う
種
類
で
、
短
時
間
で

体
に
吸
収
さ
れ
栄
養
に
な
り
ま

す
。
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
と

き
や
運
動
後
に
効
率
よ
く
栄
養

を
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
す
。

一
般
的
な
砂
糖
と
比
べ
て
甘
み

が
強
い
の
で
、
少
し
の
量
で
も

満
足
感
が
あ
り
、
カ
ロ
リ
ー
が

気
に
な
る
人
に
も
お
す
す
め
で

す
ね
。
な
お
、
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
症
予
防
の
た
め
１
歳
未
満
の

乳
児
に
は
ハ
チ
ミ
ツ
を
与
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
チ
ミ
ツ
で
よ
く
あ
る
の
が

容
器
の
中
で
固
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
。
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、１
つ
は
温
度
の
低
下
。

15
℃
以
下
に
な
る
と
結
晶
化
し

て
固
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
冷
蔵

庫
で
の
保
存
は
不
向
き
で
す
。

ま
た
保
存
期
間
が
長
く
な
る

と
水
分
量
が
減
り
固
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
品
質

に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
そ
の

ま
ま
砕
い
て
使
っ
た
り
、
湯
煎

な
ど
を
し
て
温
め
、
も
と
の
ト

ロ
ト
ロ
の
状
態
に
戻
し
て
使
い

ま
し
ょ
う
。
湯
煎
す
る
な
ら
温

度
は
50
℃
前
後
に
し
ま
す
。
ハ

チ
ミ
ツ
は
熱
に
弱
く
、
あ
ま
り

内外２つの集団を意識して対応

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
掲
示
板
、
投
稿

機
能
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
な
ど

で
し
ば
し
ば
見
か
け
る
「
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
コ
メ
ン
ト
」。
と
き
に
は
誹
謗

中
傷
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
不
快

な
内
容
も
あ
り
ま
す
。
責
め
ら
れ
て

い
る
対
象
が
、
愛
用
し
て
い
る
商
品

や
好
感
を
抱
い
て
い
る
人
物
だ
っ
た

り
し
た
場
合
に
は
、
怒
り
や
敵
意
、

不
安
、
恐
怖
と
い
っ
た
感
情
が
生
じ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

社
会
心
理
学
で
は
、
自
分
が
所
属

感
を
持
つ
集
団
を
内
集
団
、
そ
れ
以

外
の
集
団
を
外
集
団
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
２
つ
の
集
団
は
、
客
観
的
な
基

準
で
は
な
く
個
人
の
こ
こ
ろ
の
動
き

で
区
別
さ
れ
る
も
の
で
す
。

内
集
団
に
は
そ
の
集
団
へ
の
愛
着

も
傾
け
ら
れ
る
の
で
「
結
束
力
を
高

め
、
繁
栄
が
期
待
で
き
る
」
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
優
劣

の
差
が
な
く
て
も
内
集
団
を
ほ
か
よ

り
高
く
評
価
し
た
り
、
外
集
団
に
対

し
て
差
別
的
な
態
度
を
と
っ
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
内
集
団
が
中
傷
さ
れ
る
と
、
ま

る
で
自
分
自
身
へ
の
悪
口
の
よ
う
に

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
た
り
、
頻
繁
に
生
じ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
状
態
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

と
っ
て
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
コ
メ
ン

ト
」
を
目
に
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が

あ
り
そ
う
な
と
き
に
は
、
前
回
紹
介

し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
か
ら
一
度
距
離
を

置
く
「
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ト
ッ
ク
ス
」

を
試
み
る
の
が
１
つ
の
手
段
で
す
。

ま
た
、
自
分
が
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込

む
と
き
に
は
、
そ
の
発
言
が
誰
か
に

と
っ
て
外
集
団
か
ら
の
攻
撃
の
よ
う

に
受
け
取
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
に
注

意
を
払
う
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

好
ま
し
く
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
感
情

や
不
要
な
対
立
な
ど
を
避
け
る
た

め
、
日
頃
か
ら
内
集
団
・
外
集
団
と

い
う
こ
こ
ろ
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を

意
識
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が

自
分
自
身
の
客
観
視
に
つ
な
が
り
、

冷
静
な
対
応
を
導
い
て
く
れ
ま
す
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
サプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメント

《第16回》

環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（71号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

ライト、センター、レフト
スモール、ミディアム、ラージ
トップ、セカンド、ロー
グレー、ブルー、グリーン

次世代エネルギーとして注目される
水素は原料や製造工程などの違いで
３種に分けられる。３つの分類名の
組み合わせで正しいのはどれ？

Question

4

【２面】解説 知っておきたい再エネ〈第６回〉

a
b
c
d

DX（デジタルトランスフォーメーション）
FX（フォーリンエクスチェンジ）
GX（グリーントランスフォーメーション）
CX（カスタマーエクスペリエンス）

化石燃料依存型の社会からクリーンエ
ネルギーを軸とする産業構造や社会シ
ステムへと変革を図っていく取り組み
を何という？

Question

1

【１面】カーボンニュートラル関連１０の国際会議

a
b
c
d

11.4％
41.1％
71.1％
91.1％

林野庁が発表した２０２１年の木材需給
表には、輸入材を含む木材供給量全体
に占める国産材の割合（自給率）が示
されている。その自給率は何％？

Question

2

【１面】国産木材１２年連続増加

a
b
c
d

BRT
BBS
BMI
BWR

連節バスや優先信号制御、専用道など
高次の機能を備えた公共バスのこと。
日本語では「バス高速輸送システム」
と訳されるものは？

Question

3

【１面】環境問題を読み解くことば

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

特製クリアボトル（２本セット） プレゼント

前
述
の
よ
う
に
愛
用
の
商
品
や
好

感
を
持
つ
人
物
な
ど
が
あ
れ
ば
内
集

団
は
無
意
識
の
う
ち
に
構
成
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
に
向
け
ら
れ
た
「
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
コ
メ
ン
ト
」
は
外
集
団
か
ら

の
攻
撃
と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

す
る
と
私
た
ち
の
こ
こ
ろ
に
は
、
怒

り
、
敵
意
、
不
安
、
恐
怖
な
ど
負
の

感
情
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
感
情
を
い

つ
ま
で
も
自
分
の
中
に
と
ど
め
て
お

正解者の中から抽選で 30名の方に「特製クリアボトル（160mLサイズ・２本セット）」をプレゼント
いたします。ご希望の方はハガキに「パズルの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げてほしいテーマ」
「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送ください。なお、当
社と契約されているお客様の場合は事業場名もご記入ください。また、WEBサイト「Eco News Web 
Magazine」（https://econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし当コーナー応募フォーム
のリンクをクリックして画面の指示に従いご応募ください。当選者の発表は賞品の発送をもって代え
させていただきます。締め切りは 2023 年 6月 23日（金）必着。
〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【https://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

高
い
温
度
だ
と
風
味
が
損
な
わ

れ
る
か
ら
で
す
。
紅
茶
な
ど
に

入
れ
る
と
き
も
少
し
時
間
を
置

い
て
か
ら
が
い
い
よ
う
で
す
。

そ
し
て
ハ
チ
ミ
ツ
は
調
味
料

と
し
て
も
万
能
で
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め
は
「
新
ジ

ャ
ガ
イ
モ
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

ハ
チ
ミ
ツ
炒
め
」。
油
を
引
い

た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
軽
く
ゆ
で
た

材
料
と
ベ
ー
コ
ン
を
入
れ
、
ハ

チ
ミ
ツ
、
醤
油
、
お
好
み
で
ニ

ン
ニ
ク
や
粒
マ
ス
タ
ー
ド
も
入

れ
て
炒
め
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

も
う
１
つ
「
ハ
チ
ミ
ツ
入
り

ピ
ク
ル
ス
」
も
お
い
し
い
で
す

よ
。
ほ
ど
よ
い
大
き
さ
に
切
っ

た
キ
ュ
ウ
リ
や
パ
プ
リ
カ
な
ど

の
生
野
菜
に
、
酢
、
水
、
塩
を

鍋
で
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
た
も
の

を
注
ぎ
、
そ
こ
に
ハ
チ
ミ
ツ
を

加
え
て
一
晩
寝
か
せ
た
ら
で
き

上
が
り
で
す
。

ハ
チ
ミ
ツ
は
自
然
か
ら
の
栄

養
豊
か
な
贈
り
物
。
一
滴
も
残

さ
ず
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

① わっ！ すごい南風。もう冬も終わり
だね。「春○○○○」。

② 暖かくて眠たくなる。「○○○ミン
暁を覚えず」。

③ 日本テクノが提唱する電気の「見え
る化・理解（○○）る化」。

⑥ 河村隆一さんがナレーターを務めた
テレビ○○○○好評です。

⑧ 高圧受変電設備を収めた金属製の
箱をキュー○○○といいます。

⑩ タテのカギ①の答えは「イ○○ン」。

① 北陸４県は、新潟、富山、○○○○、
福井です。

④ 咲いた、咲いた、○○ーリップの花。
⑤ こどもの日に食べる和菓子といえば、
○○ワ餅。

⑦ アニメーション映画にもなった子鹿
の物語。

⑨ この本、文章のページが始まる前に
たくさん写真が載っているね。

⑪ 撮影日に休んだから卒業○○○○の
クラス写真は右上円内になっちゃった。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：c ／ Ｑ２：b ／ Ｑ３：a ／ Ｑ４：d

① ② ③

④

⑪

⑧

⑨ ⑩

⑦

⑥⑤

https://econews.jp/idea2/
日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋 検 索

ま
す
」
と
、
認
知
度
向
上
や
人
材

確
保
の
面
で
も
成
果
が
出
て
い
る

と
小
西
さ
ん
は
話
す
。

新
し
い
こ
と
へ
挑
戦
す
る
一
方

で
、
古
い
歴
史
を
守
る
こ
と
も
大

切
に
し
て
い
る
。
熊
本
古
来
の
伝

統
菓
子
・
朝
鮮
飴
を
製
造
す
る
企

業
は
今
で
は
少
な
く
な
っ
た
が
、

同
社
で
は
時
代
に
合
わ
せ
た
テ
イ

ス
ト
で
そ
の
姿
を
残
し
て
い
る
。

変
わ
っ
て
い
く
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
だ
。
モ
チ

モ
チ
と
し
た
朝
鮮
飴
の
素
朴
な
甘

み
を
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で

包
ん
で
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「
チ
ョ
コ
餅
」
は
新
定
番
と
し
て

人
気
が
根
づ
い
て
お
り
、
熊
本
の

魅
力
を
広
め
た
い
と
い
う
思
い
の

実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
月
下
の
熊
本
城
」
ほ
か
同
社

商
品
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ

ｔ
で
取
り
扱
い
中
だ
。

「
お
菓
子
を
通
じ
て
世
界
中
に

熊
本
の
フ
ァ
ン
を
創
る
」。
地
元

へ
の
愛
に
あ
ふ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
る
清
正
製
菓
株
式
会
社
は
、

熊
本
県
内
の
複
数
の
菓
子
店
が
集

ま
り
設
立
さ
れ
た
企
業
。
県
内
外

に
親
し
ま
れ
る
お
菓
子
を
つ
く
り

続
け
て
40
年
に
な
る
。

伝
統
的
な
菓
子
製
造
の
傍
ら
、

最
近
で
は
ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
な
ど
に
力
を
注

ぐ
。
き
っ
か
け
は
２
０
１
６
年
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
。
熊
本
出
身

の
漫
画
家
・
尾
田
栄
一
郎
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
端
と
な
っ
て

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
熊
本
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が

っ
た
。
熊
本
県
主
導
の
こ
の
取
り

組
み
を
菓
子
製
造
の
立
場
か
ら
後

押
し
し
た
い
と
手
を
挙
げ
た
。

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
フ
ァ
ン

で
あ
る
副
社
長
の
号
令
の
も
と
、

営
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
小

西
徳
子
さ
ん
を
中
心
と
し
た
メ
ン

バ
ー
が
商
品
開
発
に
乗
り
出
た
。

復
興
支
援
に
役
立
ち
な
が
ら
、
フ

ァ
ン
が
手
に
取
り
た
く
な
る
仕
掛

け
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
戦
略

を
考
案
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
の

が
「
ヒ
ノ
国
熊
本
城
」
だ
。

人
気
の
主
力
商
品
で
あ
る
「
月

下
の
熊
本
城
」
を
、
麦
わ
ら
の
一

味
と
熊
本
城
を
描
い
た
特
別
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
包
装
し
、
個
包
装
に
は

主
人
公
・
ル
フ
ィ
と
く
ま
モ
ン
を

採
用
。
購
入
時
の
紙
袋
も
こ
の
商

品
の
購
入
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

限
定
仕
様
だ
。

そ
の
第
２
弾
「
ル
フ
ィ
の
い
ち

ょ
う
パ
イ
」
で
は
さ
ら
に
購
入
意

欲
を
刺
激
す
る
仕
掛
け
を
組
み
込

ん
だ
。
商
品
を
入
れ
た
箱
が
ル
フ

ィ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
飾
る
専
用
ス

タ
ン
ド
と
し
て
使
え
る
の
だ
。
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
県
内

各
地
に
麦
わ
ら
の
一
味
の
銅
像
が

建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
銅
像

の
ミ
ニ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
現
地
で
限

定
販
売
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
リ

ン
ク
し
た
商
品
展
開
に
な
っ
て
い

る
。現
在
は
ル
フ
ィ
の
み
だ
が
、ほ

か
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
追
加
す
る

シ
リ
ー
ズ
化
も
企
画
し
て
い
る
。

商
品
は
熊
本
県
内
で
の
限
定
販

売
だ
が
、
こ
う
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
商
品
は
大
ヒ
ッ
ト
。
そ
の

収
益
の
一
部
は
熊
本
復
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
規
定
に
基
づ
き
県
に
寄

付
さ
れ
る
。

ほ
か
に
も
『
北
斗
の
拳
』
な
ど

の
人
気
マ
ン
ガ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
を

続
々
企
画
。「
面
白
い
こ
と
を
し

て
い
る
菓
子
屋
と
思
っ
て
も
ら
え

れ
ば
人
材
の
採
用
に
も
つ
な
が
り

情報社会のメンタルヘルス〈２〉

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
コ
メ
ン
ト

ギフトストリートの逸品

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本

テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換

で
き
る
。
こ
こ
で
は
サ
イ
ト
掲
載
中
の
ギ
フ
ト
か
ら
、
こ
だ

わ
り
の
「
逸
品
」
を
提
供
企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

30名様
抽選で

日本テクノが運営するサ
イト「GIFT street」の公
式マスコット・ワッピーが
プリントされたクリアボト
ル２本セット。ポケットに
入るコンパクトサイズ。

清正製菓ページ（社名検索）

パ
ン
ケ
ー
キ
を
つ
く
る
と
き

に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
混
ぜ
て
焼

い
て
い
ま
す
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に

含
ま
れ
る
油
や
酢
の
効
果
で

生
地
が
ふ
ん
わ
り
と
仕
上
が

り
ま
す
。＠

ム
ー
ミ
ン
マ
マ
さ
ん

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た

流
行
と
伝
統
が
コラ
ボ

清正製菓 株式会社

「月下の熊本城」

©
尾
田
栄
一
郎
／
集
英
社

人気のまんじゅう「月下の熊本城」箱詰め
８個入りを特別包装した「ヒノ国熊本城」。

©
武
論
尊
・
原
哲
夫
／
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス

「
北
斗
の
く
ま
モ
ト
拳
」
は
ア
ニ

メ
コ
ラ
ボ
第
３
弾
の
商
品
。
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https://www.gift-street.com/special-contents/souryokushuzai/index.html
https://www.gift-street.com/products/detail/3786
https://www.gift-street.com/products/detail/3786
https://www.gift-street.com/products/detail/3786
https://econews.jp/idea2/
https://econews.jp/idea2/post/
https://econews.jp/idea2/food/1198/
https://econews.jp/article/column/kokoro/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/article/learn/test/
https://www.n-technoplus.jp/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
https://ntechno.official.ec/



